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一

は
じ
め
に

あ
る
時
あ
る
所
で
、
あ
る
背
景
下
に
文
学
作
品
が
創
作
さ
れ
る
。
そ
れ
が
幸
い
に
好
評
を
博
し
て
周
囲
の
人
に
愛
読
さ
れ
、
や
が
て

時
間
と
空
間
の
広
が
り
を
経
て
後
世
に
読
み
継
が
れ
て
ゆ
く
。
当
時
の
多
く
の
人
が
喜
ん
で
読
め
ば
、
そ
れ
は
人
気
作
品
と
な
る
し
、

後
世
の
多
く
の
人
が
読
み
継
い
で
ゆ
け
ば
、
そ
の
作
品
に
は
や
が
て
名
著
と
い
う
評
価
が
定
ま
る
で
あ
ろ
う
。
後
世
の
継
承
者
愛
読
者

が
絶
え
な
い
限
り
、
名
著
は
永
遠
に
不
滅
で
あ
る
。
古
代
の
作
品
に
し
ろ
、
外
国
の
作
品
に
し
ろ
、
時
間
や
空
間
を
遠
く
隔
て
れ
ば
、

そ
の
作
品
の
内
容
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
。
そ
こ
で
作
品
の
注
釈
や
翻
訳
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
多

く
の
場
合
、
作
品
の
注
釈
者
や
翻
訳
者
は
後
世
や
外
国
の
人
で
あ
る
の
で
、
勢
い
そ
の
作
業
は
困
難
性
が
増
す
。
逆
に
言
え
ば
、
作
品

の
内
容
や
表
現
に
つ
い
て
、
当
時
や
後
世
、
ま
た
外
国
を
含
め
て
誰
も
が
熟
知
理
解
し
て
い
れ
ば
、
も
と
よ
り
注
釈
や
翻
訳
は
無
用
で

あ
る
。

中
国
の
文
学
作
品
の
場
合
、
悠
久
の
歴
史
と
特
殊
な
環
境
下
で
培
わ
れ
た
作
品
の
解
釈
は
い
ず
れ
も
容
易
で
は
な
い
が
、
特
に
明
清

時
代
の
戯
曲
作
品
と
な
る
と
、
注
釈
や
翻
訳
の
困
難
性
は
格
別
で
あ
る
。
ま
ず
、
作
者
や
作
品
に
関
す
る
具
体
情
報
が
把
握
で
き
れ
ば

ま
だ
し
も
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
ら
通
俗
作
品
に
関
す
る
情
報
は
断
片
的
で
あ
っ
た
り
、
皆
無
で
あ
っ
た
り
す
る
。
作
品
の
理
解
に
は
、
１
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出
典
の
確
認
や
、
特
殊
用
語
の
把
握
、
背
景
の
解
説
等
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
多
く
の
注
釈
者
は
、
作
品
の
成
立
時
よ
り
も
後
世
で
あ
っ

た
り
、
外
国
文
化
圏
に
育
っ
た
人
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
作
者
や
作
品
の
同
時
代
状
況
か
ら
か
な
り
懸
隔
し
て
お
り
、
作
品
注
釈
の

必
要
は
十
分
に
認
識
し
て
い
て
も
、
的
確
な
注
釈
と
な
る
と
な
か
な
か
所
期
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
要
す
る
に
、
作

品
の
成
立
か
ら
時
間
や
空
間
を
隔
て
る
が
為
に
、
作
品
世
界
の
実
体
的
把
握
が
一
層
困
難
と
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
作
品
の
翻
訳
作

業
と
な
る
と
、
原
文
を
ど
の
よ
う
に
翻
訳
す
れ
ば
新
し
い
文
化
圏
の
読
者
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、
完
成
し
た
翻
訳
文
が
原
文
の
意

味
を
十
分
に
理
解
し
つ
つ
、
且
つ
訳
文
と
し
て
十
全
で
あ
る
か
ど
う
か
（
日
本
語
訳
な
ら
正
確
で
且
つ
日
本
語
ら
し
い
日
本
語
に
な
っ

て
い
る
か
）、
新
た
な
翻
訳
文
学
作
品
の
誕
生
に
当
た
っ
て
、
翻
訳
者
の
悩
み
は
常
に
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

小
稿
は
、
文
学
作
品
、
特
に
古
典
の
注
釈
や
翻
訳
に
か
か
る
以
上
の
大
前
提
に
立
ち
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
注
釈

（
１
）
や
翻
訳
（
２
）
に
取
り
組
ん

で
き
た
清
・
洪
昇
の
『
長
生
殿
』
に
つ
い
て
、
作
者
の
伝
記
や
作
品
内
容
に
つ
い
て
全
般
的
総
括
的
な
概
要
説
明
を
し
た
上
で
、『
長

生
殿
』
諸
版
本
の
検
討
に
基
づ
い
て
そ
の
注
釈
史
を
概
観
し
、
更
に
は
『
長
生
殿
』
の
日
本
語
訳
の
困
難
性
に
つ
い
て
些
か
思
う
と
こ

ろ
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。（
洪
昇
の
伝
記
記
述
等
に
つ
い
て
、
筆
者
の
前
著

（
３
）
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
お
許
し
願
い
た
い
。）

二

洪
昇
略
伝

洪
昇
（
一
六
四
五－

一
七
〇
四
）
の
伝
記
に
関
す
る
要
点
を
、
以
下
の
七
点
に
分
け
て
述
べ
る
。

（
１
）
そ
の
生
誕

ま
ず
は
生
誕
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
。
洪
昇
は
字
は
�
思
、
号
は
稗
畦
、
稗
村
等
、
浙
江
銭
塘
（
杭
州
）
の
人
。
遠
祖
に
洪
邁
（
一

２
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一
二
三－

一
二
〇
二
）
を
持
つ
と
い
う
そ
の
家
系
は
、
赫
赫
た
る
伝
統
の
名
門
で
は
な
い
と
し
て
も
、
当
時
の
浙
江
の
文
化
を
支
え
る

代
表
的
な
士
族
の
一
門
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
末
清
初
に
お
け
る
洪
家
は
、
隆
盛
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
続
落
の
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
洪
昇
の
生
年
は
丁
度
明
清
の
変
革
期
に
当
た
っ
て
お
り
、
彼
を
妊
娠
中
で
あ
っ
た
母
は
、
清
兵
の
杭
州
南
下
に
よ
る
混
乱
を
避

け
て
山
中
に
避
難
し
、
そ
こ
で
洪
昇
を
産
ん
だ
と
い
う

（
４
）

。

洪
昇
は
確
か
に
清
初
の
一
六
四
五
年
に
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
が
、
彼
を
純
然
た
る
清
代
文
人
と
割
り
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
確
か
に
一
六
四
四
年
は
明
清
鼎
革
の
画
期
的
な
年
で
あ
る
が
、
こ
の
前
後
に
生
き
た
文
人
を
明
人－

清
人
と
截
然
と
分
け
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
意
味
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
清
初
に
生
ま
れ
た
洪
昇
が
清
代
文
人
と
し
て
生
き
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
洪

昇
の
友
人
で
も
あ
る
朱
彝
尊
（
一
六
二
九－

一
七
〇
九
）
や
王
士
�
（
一
六
三
四－

一
七
一
一
）
等
、
同
世
代
或
い
は
上
の
世
代
の
文

人
の
生
き
方
を
見
て
も
、
当
時
の
文
人
に
は
、
濃
淡
の
差
は
あ
っ
て
も
、
過
ぎ
去
っ
た
明
朝
へ
の
忠
誠
心
、
つ
ま
り
遺
民
意
識
が
完
全

に
は
払
拭
で
き
な
い
ま
ま
残
存
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
身
近
に
は
多
く
の
明
の
遺
民
が
現
実
に
生
存
し
て
い
た
。

し
か
し
、
清
初
の
当
時
に
お
い
て
明
朝
の
復
辟
は
現
実
的
に
は
あ
り
得
ず
、
康
煕
十
八
年
（
一
六
七
九
）
の
博
学
鴻
詞
科
の
実
施
等
を

通
じ
て
、
実
質
的
な
清
朝
の
統
治
が
完
成
す
る
の
と
同
時
に
、
当
時
の
文
人
に
お
け
る
明
朝
の
存
在
は
、
意
識
的
に
も
現
実
的
に
も
薄

れ
て
遠
く
な
っ
て
ゆ
く
。
清
初
に
生
ま
れ
た
洪
昇
は
、
他
の
多
く
の
文
人
と
同
様
、
多
か
れ
少
な
か
れ
明
代
の
影
響
下
に
成
長
し
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
黄
蘭
次
と
の
結
婚

洪
昇
は
、
二
十
歳
を
迎
え
た
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
七
月
一
日
、
同
年
で
僅
か
一
日
年
下
の
遠
縁
に
当
た
る
黄
蘭
次
と
結
婚
す
る
。

黄
蘭
次
の
祖
父
黄
機
は
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
の
進
士
、
父
黄
彦
博
は
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
の
進
士
で
庶
吉
士
に
任
じ
ら
れ
た

３
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堂
々
た
る
家
柄
で
あ
り
、
二
人
の
結
婚
は
、
当
時
の
常
と
し
て
親
同
士
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
洪
昇
は
「
同
生
曲
」
詩
中
に
そ

の
喜
び
を
詠
ん
で
い
る
が
、
後
に
作
ら
れ
る
代
表
作
『
長
生
殿
』
に
お
け
る
牽
牛
織
女
（
玄
宗
楊
貴
妃
）
の
七
夕
密
誓
の
故
事
が
、
何

ら
か
の
形
で
洪
昇－

黄
蘭
次
夫
婦
の
肩
を
後
押
し
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
推
測
で
き
る
。
こ
の
結
婚
は
二
人
に
と
っ
て
も
両
家

に
と
っ
て
も
良
縁
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
書
香
の
才
媛
を
迎
え
た
洪
昇
は
、
そ
の
後
に
続
く
様
々
な
�
家
難
�
を
黄
蘭
次
と
共
に
克

服
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
そ
の
官
途

生
涯
官
途
を
求
め
ず
、
江
南
の
風
流
生
活
を
満
喫
し
た
明
末
の
馮
夢
龍
（
一
五
七
四－

一
六
四
五
）
な
ど
と
違
い
、
清
初
の
洪
昇
は
、

本
人
の
意
志
と
周
囲
の
期
待
に
促
さ
れ
て
清
朝
に
お
け
る
官
途
を
希
望
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
そ
の
六
十
年
の
生

涯
を
通
じ
て
、
洪
昇
の
官
途
は
、
本
人
と
そ
の
周
囲
の
者
に
と
っ
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
康
煕
七
年
（
一
六
六
八
）、

二
十
四
歳
の
洪
昇
は
岳
父
黄
彦
博
の
紹
介
で
北
京
に
赴
い
て
国
子
監
生
と
な
り
、
翌
年
に
挙
行
さ
れ
た
康
煕
帝
の
国
子
監
に
お
け
る
孔

子
釈
奠
祭
に
遠
く
か
ら
参
列
す
る
栄
誉
に
浴
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
期
待
に
反
し
て
洪
昇
の
任
官
に
は
結
果
せ
ず
、
や
が
て
失
望
し

た
洪
昇
は
杭
州
に
帰
郷
す
る
。
康
煕
十
四
年
（
一
六
七
五
）、
清
初
の
著
名
な
文
人
王
士
�
の
面
識
を
得
た
洪
昇
は
、
そ
の
受
業
生
と

な
り
、
王
士
�
に
そ
の
詩
才
を
認
め
ら
れ
る
（『
香
祖
筆
記
』
巻
九
）
が
、
王
士
�
と
の
交
往
は
、
そ
の
文
学
上
の
裨
益
は
と
も
か
く
、

官
途
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
後
の
洪
昇
は
、
当
時
の
文
人
名
士
と
の
交
友
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず

れ
も
任
官
と
い
う
結
果
に
は
結
び
つ
か
ず
、
布
衣
の
ま
ま
一
生
を
終
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
清
初
の
文
人
の
一
つ
の
生
き
方
で

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

４
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（
４
）
康
煕
十
八
年
博
学
鴻
詞
科

通
常
の
科
挙
合
格
に
よ
る
任
官
を
望
め
な
か
っ
た
洪
昇
だ
が
、
康
煕
十
八
年
（
一
六
七
九
）
の
博
学
鴻
詞
科
に
は
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
特
別
恩
科
は
、
清
朝
の
地
盤
が
漸
く
固
ま
っ
た
時
期
に
、
明
朝
の
遺
臣
を
推
薦
で
以
て
清
朝
に
取
り
込
み
、

『
明
史
』
纂
修
に
携
わ
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
恩
科
に
は
、
病
気
辞
退
そ
の
他
の
理
由
で
合
格
に
至
ら
な
か
っ

た
傅
山
・
黄
宗
羲
・
閻
若

・
顧
炎
武
等
も
い
れ
ば
、
一
方
で
清
朝
の
推
薦
を
受
け
、『
明
史
』
纂
修
に
関
わ
っ
た
朱
彝
尊
・
尤

・

毛
奇
齢
等
が
い
る
。
こ
れ
ら
辞
退
組
と
出
仕
組
の
個
別
事
情
は
様
々
で
あ
る
が
、
こ
の
博
学
鴻
詞
科
に
よ
っ
て
、
清
朝
の
文
治
が
名
実

共
に
確
立
さ
れ
、
そ
の
後
に
続
く
繁
栄
の
基
盤
が
固
ま
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る

（
５
）
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
当
時
漸
く
詩
才
が
周
囲
に
認

う

め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
洪
昇
は
、「
未
膺
薦
挙
」（
未
だ
薦
挙
を
膺
け
ず
（
６
）
）、
残
念
な
が
ら
任
官
は
適
わ
な
か
っ
た
。
本
人
の
心
中
は
計
り

知
れ
な
い
が
、
も
し
被
推
薦
の
期
待
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
失
望
も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
洪
昇
は
、
当
時
の
文
人
と
の

交
友
は
盛
ん
に
記
録
さ
れ
て
は
い
て
も
、
遂
に
生
涯
を
通
し
て
、
然
る
べ
き
官
途
に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
５
）
『
長
生
殿
』
の
完
成

康
煕
二
十
七
年
（
一
六
八
八
）、
洪
昇
四
十
四
歳
、
先
後
十
年
の
う
ち
に
三
回
改
稿
し
た
『
長
生
殿
』
が
漸
く
完
成
す
る
。
康
煕
二

十
八
年
（
一
六
八
九
）、
洪
昇
四
十
五
歳
、
好
評
を
博
し
て
上
演
さ
れ
た
『
長
生
殿
』
が
突
然
�
不
敬
�
罪
を
着
せ
ら
れ
、
関
係
者
が

こ
ぞ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
眼
目
で
も
あ
る
の
で
、
次
章
に
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

５
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（
６
）
盤
山
で
の
交
友

叙
述
は
前
後
す
る
が
、
洪
昇
は
康
煕
二
十
年
（
一
六
八
一
）、
三
十
七
歳
の
時
に
京
師
（
北
京
）
東
郊
の
盤
山
に
赴
き
、
青
溝
禅
院

の
釈
智
朴
に
面
会
し
て
い
る
。
十
八
年
後
の
康
煕
二
十
八
年
（
一
六
八
九
）、『
長
生
殿
』
の
弾
劾
を
受
け
た
洪
昇
は
、
憂
悶
の
余
り
、

翌
年
三
月
に
再
度
盤
山
に
赴
き
、
智
朴
に
解
脱
の
法
を
求
め
、
ま
た
同
好
の
文
人
と
交
友
を
深
め
て
い
る
。
そ
の
期
間
は
長
く
な
い
が
、

洪
昇
の
生
き
方
や
交
友
の
あ
り
方
、
特
徴
を
探
る
上
で
貴
重
な
事
跡
で
あ
る
の
で
、
些
か
説
明
を
加
え
た
い

（
７
）

。

『
盤
山
志
』
は
、
当
時
流
行
の
地
方
志
の
体
裁
を
採
り
、
盤
山
を
め
ぐ
る
名
勝
、
人
物
、
建
置
、
物
産
等
の
事
跡
を
網
羅
的
に
輯
録

す
る
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
当
時
の
関
連
す
る
文
人
の
詩
文
を
多
く
載
録
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
巻
首
に
は
王
沢
弘
・
王

士
�
・
宋
犖
・
高
士
奇
・
智
朴
等
の
序
文
が
あ
り
、
巻
八－

九
に
は
更
に
朱
彝
尊
・
洪
昇
ら
の
贈
答
詩
を
含
む
関
連
詩
文
を
輯
録
す
る
。

こ
こ
に
挙
げ
た
文
人
に
は
、
清
朝
の
顕
官
（
高
士
奇
）
も
い
れ
ば
、
明
朝
の
遺
民
た
る
隠
者
（
智
朴
）
も
お
り
、
そ
の
中
間
に
位
置
す

る
文
人
（
朱
彝
尊
）
も
含
め
て
、
清
初
文
人
の
有
り
様
の
縮
図
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
洪
昇
に
つ
い
て
言
え
ば
、
恐

ら
く
王
士
�
や
朱
彝
尊
の
紹
介
で
盤
山
文
人
の
仲
間
に
加
わ
り
、
折
よ
く
二
人
が
中
心
に
な
っ
て
丁
度
編
集
中
で
あ
っ
た
『
盤
山
志
』

中
に
洪
昇
の
詩
文
が
多
数
編
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
京
の
東
郊
約
八
十
�
に
位
置
し
、
清
朝
皇
帝
の
帰
郷
上
京
の
道
筋
に
も

当
た
る
盤
山
は
、
一
方
で
首
都
か
ら
さ
ほ
ど
遠
隔
し
な
い
隠
遁
地
で
も
あ
り
、
一
方
で
は
清
朝
に
直
結
す
る
拠
点
で
も
あ
る
。
元
来
は

明
末
の
名
将
で
あ
っ
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
智
朴
が
盤
山
の
地
に
青
溝
禅
院
を
開
い
た
意
図
は
不
明
だ
が
、
清
初
の
一
時
期
に
お
い
て
、

盤
山
が
明
の
遺
臣
や
清
初
文
人
の
交
友
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
次
章
に
改
め
て
述
べ
る
『
長
生
殿
』
弾
劾
の

衝
撃
を
受
け
た
洪
昇
が
盤
山
入
山
を
切
望
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
は
当
時
の
文
人
間
に
お
け
る
盤
山
の
声
望
が
根
底
に
あ
っ
て
こ
そ
と

思
わ
れ
る
。
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盤山山頂の掛月峰（２００６年１１月 著者撮影）

盤山山頂

（
７
）
晩
年
の
栄
光
と
烏
鎭
で
の
溺
死

洪
昇
の
六
十
年
の
生
涯
に
晩
年
期
を
設
定
す
る
の
は
適
当
で
な
い
嫌
い
も
あ
る
が
、
康
煕
三
十
三
年
（
一
六
九
四
）、
五
十
歳
の
洪

昇
が
杭
州
西
湖
の
孤
山
に
稗
畦
草
堂
を
構
え
て
後
の
十
年
間
を
、
小
稿
で
は
一
応
晩
年
期
と
考
え
る
。
こ
の
間
の
洪
昇
は
、
相
変
わ
ら

ず
無
官
で
は
あ
っ
た
が
、
高
士
奇
や
趙
執
信
、
宋
犖
、
朱
彝
尊
ら
と
の
交
友
は
盛
ん
で
あ
り
、
多
く
の
贈
答
詩
を
残
し
て
い
る
。
中
で
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か
こ

も
次
節
に
紹
介
す
る
『
長
生
殿
』
伝
奇
が
評
判
を
呼
び
、
刊
行
や
上
演
が
現
実
化
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
不
遇
を
託
っ
て
い
た
洪
昇
に

と
っ
て
、
生
涯
に
幾
度
と
は
訪
れ
な
い
晴
れ
が
ま
し
い
慶
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
即
ち
、
康
煕
三
十
四
年
（
一
六
九
五
）
に
は
『
長

生
殿
』
出
版
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
汪

や
毛
奇
齢
に
序
文
を
依
頼
し
て
い
る
。（『
長
生
殿
』
は
前
半
部
が
康
煕
四
十
二
年
（
一
七
〇

三
）、
後
半
部
が
康
煕
四
十
三
年
（
一
七
〇
四
）
刊
行
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
洪
昇
が
没
し
た
年
で
あ
る
。）
康
煕
三
十
六
年
（
一
六

九
七
、
五
十
三
歳
）
に
は
友
人
の
江
寧
巡
撫
宋
犖
が
主
催
し
て
、
蘇
州
の
虎
丘
で
『
長
生
殿
』
を
上
演
し
、
評
判
と
な
っ
た
。
康
煕
四

十
三
年
（
一
七
〇
四
、
六
十
歳
）
に
は
、
当
時
江
南
随
一
の
名
士
曹
寅
（
一
六
五
八－

一
七
一
二
）
の
招
待
で
、
そ
の
邸
宅
で
あ
る
江

寧
織
造
府
に
お
い
て
『
長
生
殿
』
を
大
大
的
に
上
演
し
て
い
る
。
布
衣
の
洪
昇
は
上
座
の
上
客
と
し
て
優
待
さ
れ
、
上
演
は
三
昼
夜
続

い
た
と
い
う

（
８
）
。
こ
の
時
が
、
洪
昇
の
生
涯
の
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
惜
し
み
て
余
り
あ
る
こ
と
に
、
こ
の
江
南
の
名
士
に
よ
る
盛

大
な
招
待
宴
は
、
結
果
的
に
洪
昇
の
葬
送
宴
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
宴
果
て
て
、
杭
州
へ
水
路
で
帰
郷
す
る
旅
途
を
取
っ
た
洪
昇
は
、

途
中
水
郷
で
知
ら
れ
る
烏
鎭
へ
立
ち
寄
っ
た
際
、
機
嫌
良
く
し
こ
た
ま
飲
ん
だ
果
て
の
泥
酔
と
時
な
ら
ぬ
暴
風
の
た
め
に
、
誤
っ
て
水

路
に
墜
ち
、
そ
の
ま
ま
六
十
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。
時
に
康
煕
四
十
三
年
（
一
七
〇
四
）
六
月
一
日
、
洪
昇
六
十
歳
。
そ
の

命
日
は
奇
し
く
も
『
長
生
殿
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
楊
貴
妃
の
生
誕
日
で
あ
っ
た
。

（
８
）
本
節
の
ま
と
め

清
初
に
生
を
受
け
た
洪
昇
は
、
周
囲
の
期
待
も
あ
り
、
当
初
こ
そ
出
仕
を
強
く
望
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
文
人
と
の
交
友
は
と

も
か
く
、
科
挙
合
格
と
い
う
正
規
ル
ー
ト
も
な
い
洪
昇
の
出
仕
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
涯
は
一
貫
し
て
不
遇
で
あ
っ
た
。
生
涯
布

衣
を
通
し
た
洪
昇
の
経
済
基
盤
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
今
日
詳
細
は
不
明
だ
が
、
当
時
の
多
く
の
江
南
文
人
と
同
様
、
必
ず
し
も

任
官
し
な
く
て
も
文
人
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
洪
昇
が
、
当
時
の
多
く
の
文
人
の
評
判
を
勝
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ち
取
り
、
そ
れ
故
に
同
時
に
深
刻
な
蹉
跌
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
、
そ
れ
が
彼
の
代
表
作
『
長
生
殿
』
で
あ
る
。

三

『
長
生
殿
』
成
立
の
経
緯
・
概
要
・
演
禍

中
国
古
典
名
劇
の
一
と
し
て
誉
れ
高
い
洪
昇
の
『
長
生
殿
』
の
成
立
、
及
び
演
難
に
関
す
る
経
緯
は
大
略
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

『
長
生
殿
』
の
徐
麟
序
に
よ
る
と
、『
長
生
殿
』
が
完
成
し
た
の
は
康
煕
二
十
七
年
（
一
六
八
八
）、
洪
昇
四
十
四
歳
時
で
あ
る
。
ま

た
「
例
言
」
に
よ
る
と
、『
長
生
殿
』
は
「
蓋
し
十
餘
年
を
経
て
、
三
た
び
稿
を
易
へ
て
始
め
て
成
っ
た
」
も
の
で
あ
り
、
そ
の
初
稿

は
李
白
の
境
遇
に
感
銘
を
受
け
て
作
っ
た
『
沈
香
亭
』
で
あ
り
、
二
稿
は
李
白
故
事
に
替
わ
っ
て
李
泌
が
粛
宗
を
輔
佐
し
た
故
事
を
取

り
入
れ
た
『
舞
霓
裳
』
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
長
生
殿
』
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
原
稿
は
単
独
で
は
現

存
し
な
い
。
章
培
恒
『
洪
昇
年
譜
』
は
『
舞
霓
裳
』
の
制
作
年
を
康
煕
十
八
年
（
一
六
七
九
）、
洪
昇
三
十
五
歳
時
と
す
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
純
愛
譚
を
五
十
齣
に
ま
と
め
た
『
長
生
殿
』
は
当
時
か
な
り
の
評
判
を
呼
ん
だ
。
康
煕
二
十

八
年
（
一
六
八
九
）
八
月
、
洪
昇
が
北
京
の
自
宅
で
友
人
を
呼
ん
で
『
長
生
殿
』
を
上
演
し
た
と
こ
ろ
、�
孝
懿
皇
后
の
喪
中
に
歌
舞

音
曲
に
興
じ
る
こ
と
は
「
不
敬
」
で
あ
る
�
と
し
て
、
黄
六
鴻
に
よ
っ
て
弾
劾
さ
れ
た
。
黄
六
鴻
が
こ
の
行
為
に
及
ん
だ
真
相
は
今
日

必
ず
し
も
明
確
で
な
い
が
、
時
の
権
力
者
に
よ
っ
て
こ
の
弾
劾
は
裁
可
さ
れ
、
洪
昇
や
査
愼
行
（
彼
は
こ
の
機
に
「
嗣
�
」
か
ら
「
愼

行
」
に
改
名
し
た
）
ら
は
国
学
生
の
学
籍
を
剥
奪
さ
れ
、
趙
執
信
ら
は
解
職
さ
れ
た
。
時
に
四
十
五
歳
の
洪
昇
は
、
こ
の
処
罰
に
よ
っ

て
任
官
の
道
が
完
全
に
断
た
れ
、
結
果
的
に
残
り
の
人
生
を
布
衣
と
し
て
送
る
破
目
に
な
る
。
自
ら
望
ん
だ
訳
で
は
な
い
布
衣
の
余
生

に
、
悲
憤
収
ま
ら
な
い
洪
昇
が
、
恐
ら
く
友
人
の
薦
め
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
精
神
の
「
浄
化
」
を
求
め
て
東
郊
の
盤
山
に
智
朴
を
訪

ね
て
入
山
し
た
こ
と
は
前
節
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

さ
て
、
『
長
生
殿
』
は
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
純
粋
の
情
愛
を
描
く
こ
と
を
主
題
と
す
る
。
そ
の
こ
と
は
『
長
生
殿
』
第
一
齣
「
伝
概
」
【
満
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江
紅
】
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

今
古
情
場
、
問
誰
個
真
心
到
底
？

但
果
有
精
誠
不
散
、
終
成
連
理
。
〜
吾
儕
取
義
翻
宮
徴
、
借
太
真
外
伝
譜
新
詞
、
情
而
已
。

（
古
今
の
情
愛
に
お
い
て
、
一
体
誰
が
真
実
の
愛
を
貫
き
通
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
二
人
に
不
変
の
至
誠
さ
え
有
れ
ば
、
終
に

は
連
理
の
枝
の
よ
う
に
添
い
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
〜
吾
輩
が
こ
こ
に
、
玄
宗
楊
貴
妃
の
故
事
を
宮
徴
の
音
律
に
載

せ
、
太
真
〔
楊
貴
妃
〕
外
伝
に
借
り
て
、
新
し
い
戯
曲
に
作
る
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
二
人
の
至
情
を
描
く
た
め
で
あ
る
。）

『
長
生
殿
』
の
主
題
を
「
情
」
と
す
る
こ
と
は
、
蓋
し
洪
昇
独
自
の
発
想
で
は
な
く
、
明
清
期
の
文
学
思
潮
を
忠
実
に
反
映
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
明
・
湯
顕
祖
の
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』、
馮
夢
龍
の
『
情
史
』
を
含
む
一
連
の
文
学
作
品
、
清
・
曹
雪
芹

の
『
紅
楼
夢
』
等
の
文
学
作
品
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う

（
９
）
。

こ
れ
ら
の
基
盤
に
立
っ
た『
長
生
殿
』が
、
従
来
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
愛
情
故
事
の
描
写
が
や
や
も
す
る
と
汚
穢
に
流
れ
が
ち
で
あ
っ

た
の
を
矯
正
し
、
純
粋
の
情
愛
描
写
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
洪
昇
は
『
長
生
殿
』
例
言
に
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

史
載
楊
妃
多
汚
乱
事
、
予
撰
此
劇
、
止
按
白
居
易
「
長
恨
歌
」、
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
為
之
。
〜
若
一
渉
穢
跡
、
恐
妨
風
教
、
絶

ま
み

不
闌
入
、
覧
者
有
以
知
予
之
志
也
。（
歴
史
に
書
か
れ
た
楊
貴
妃
故
事
に
は
汚
穢
に
塗
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
私
は
こ
の
『
長
生

殿
』
劇
を
撰
す
る
に
当
た
っ
て
、
た
だ
白
居
易
「
長
恨
歌
」
と
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
と
を
拠
り
所
に
し
た
。
〜
も
し
故
事
が
汚
穢

に
渡
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
民
風
教
化
の
妨
げ
に
な
る
事
を
恐
れ
て
、
絶
え
て
混
入
さ
せ
な
か
っ
た
。
読
者
は
私
の
意
図
を
汲
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。）

さ
て
、
そ
の
『
長
生
殿
』
五
十
齣
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
齣

大

要

１０
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本
劇
の
主
題
が
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
至
情
を
述
べ
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
次
い
で
、
華
清
宮
で
の
出
会
い－

七
夕
で
の
誓
い－

霓
裳
羽
衣
舞－

安
禄
山
乱
と
楊
貴
妃
の
死－

四
川
に
蒙
塵
し
た
玄
宗
の
還
御
と
貴
妃
墓
の
改
葬－

仙
女
と
な
っ
た
貴
妃
と
の
月
宮
で
の

再
会
等
の
粗
筋
を
紹
介
す
る
。

第
二
齣

結

婚

う
ら
ら
か
な
春
景
色
の
下
、
楊
貴
妃
が
華
清
宮
の
温
泉
に
入
浴
し
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
が
厳
か
に
結
婚
し
て
永
遠
の
愛
を
誓
う
。
玄
宗

は
結
婚
記
念
と
し
て
楊
貴
妃
に
金
釵
と
鈿
盒
を
賜
う
。

第
三
齣

贈

賄

契
丹
討
伐
に
敗
れ
た
安
禄
山
が
、
丞
相
楊
国
忠
に
贈
賄
し
て
死
罪
を
免
れ
よ
う
と
す
る
。
楊
国
忠
は
そ
の
申
し
立
て
を
聴
き
、
こ
の

件
を
玄
宗
に
取
り
次
ぎ
、
処
分
を
玄
宗
に
委
ね
る
こ
と
に
す
る
。

第
四
齣

春

眠

楊
貴
妃
が
春
の
朝
に
気
怠
そ
う
に
化
粧
を
し
、
ま
た
眠
り
込
む
。
そ
こ
へ
玄
宗
が
や
っ
て
き
て
、
楊
貴
妃
の
寝
姿
を
賞
賛
す
る
。
楊

国
忠
が
玄
宗
に
安
禄
山
の
件
を
上
奏
し
、
安
禄
山
に
在
京
の
職
務
を
与
え
る
こ
と
に
す
る
。
満
開
の
沈
香
亭
の
牡
丹
を
賞
で
る
た
め
、

李
白
を
召
し
出
そ
う
と
す
る
。

第
五
齣

曲
江
遊
幸

玄
宗
や
楊
貴
妃
、
楊
国
忠
、
三
夫
人
の
一
行
が
春
日
う
ら
ら
か
な
三
月
三
日
に
曲
江
に
遊
幸
し
て
楽
し
む
。
平
服
の
安
禄
山
が
道
中

の
三
夫
人
を
見
て
、
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
。
村
婦
や
醜
女
、
花
売
り
や
若
者
も
こ
ぞ
っ
て
曲
江
に
出
か
け
よ
う
と
す
る
。

け

げ
ん

第
六
齣

怪

訝

い
さ
か

曲
江
へ
の
遊
幸
に
お
い
て
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
の
姉
妹
の

国
夫
人
を
寵
愛
し
た
た
め
に
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
間
に
諍
い
が
起
こ
る
。
高

力
士
は
、
楊
貴
妃
が
以
前
に
梅
妃
を
上
陽
東
宮
に
遷
し
た
件
も
あ
り
、
楊
貴
妃
は
か
な
り
き
つ
い
性
格
で
あ
る
こ
と
を
お
付
き
の
陳
永
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新
に
告
げ
る
。第

七
齣

特
別
の
恩
寵

国
夫
人
が
曲
江
で
天
子
の
寵
愛
を
受
け
た
こ
と
を
述
懐
す
る
。
韓
国
夫
人
が
お
祝
い
に
や
っ
て
来
て
、
楊
貴
妃
の
我
が
ま
ま
な
性

格
を
な
じ
る
。
そ
こ
へ
宮
中
か
ら
の
連
絡
で
、
天
意
に
逆
ら
っ
た
楊
貴
妃
が
宮
中
か
ら
楊
国
忠
邸
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、
吃
驚
し

て
駆
け
つ
け
よ
う
と
す
る
。

第
八
齣

謝
罪
の
献
髪

楊
国
忠
邸
に
下
さ
れ
た
楊
貴
妃
が
、
謝
罪
の
し
る
し
に
自
分
の
黒
髪
を
切
っ
て
、
高
力
士
を
通
じ
て
玄
宗
に
献
上
す
る
。
玄
宗
も
楊

貴
妃
の
追
放
を
心
中
で
は
後
悔
す
る
。
楊
貴
妃
の
姉
の
韓
国
夫
人
と

国
夫
人
が
楊
貴
妃
を
慰
め
に
来
る
。

第
九
齣

天
寵
再
び

楊
貴
妃
を
追
放
し
て
寂
し
さ
が
募
る
玄
宗
が
臣
下
に
当
た
り
散
ら
す
。
や
が
て
高
力
士
の
計
ら
い
で
楊
貴
妃
が
参
内
し
、
二
人
は
仲

直
り
す
る
。

第
十
齣

予
言
詩

浪
人
の
郭
子
儀
が
、
長
安
の
酒
場
で
李
遐
周
が
書
い
た
奇
妙
な
詩
を
眼
に
す
る
。
眼
下
の
大
通
り
を
東
平
郡
王
に
封
じ
ら
れ
た
安
禄

山
が
風
を
切
っ
て
行
進
し
て
ゆ
く
。
旅
館
に
帰
っ
た
郭
子
儀
は
、
自
分
を
天
徳
軍
使
に
任
命
す
る
と
い
う
邸
報
を
読
む
。

第
十
一
齣

天
界
の
音
楽
の
伝
授

眠
り
込
ん
だ
楊
貴
妃
の
夢
の
中
に
、
月
主
嫦
娥
に
仕
え
る
寒
簧
が
現
れ
、
楊
貴
妃
を
月
の
宮
殿
へ
案
内
す
る
。
楊
貴
妃
は
月
の
宮
殿

で
秘
曲
の
霓
裳
羽
衣
曲
を
聴
く
。
全
て
は
嫦
娥
の
配
慮
で
あ
り
、
目
覚
め
た
楊
貴
妃
が
そ
れ
を
記
録
し
、
秘
曲
が
下
界
に
広
ま
る
の
を

期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
十
二
齣

秘
曲
の
製
作
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夢
か
ら
覚
め
た
楊
貴
妃
は
、
永
新
や
念
奴
に
手
伝
わ
せ
て
、
夢
で
聴
い
た
霓
裳
羽
衣
曲
の
曲
譜
を
書
き
取
る
。
そ
こ
へ
朝
廷
を
終
え

た
玄
宗
が
来
て
、
秘
曲
の
見
事
さ
を
褒
め
る
。
玄
宗
は
曲
譜
を
清
書
し
、
李
亀
年
等
の
梨
園
の
弟
子
に
習
わ
せ
よ
う
と
す
る
。

第
十
三
齣

安
禄
山
・
楊
国
忠
の
争
い

楊
国
忠
と
安
禄
山
が
宮
中
で
相
手
を
激
し
く
罵
り
合
い
、
天
子
に
上
奏
し
て
相
手
を
非
難
し
合
う
。
や
が
て
安
禄
山
を
范
陽
節
度
使

に
任
ず
る
宣
旨
が
あ
り
、
安
禄
山
は
意
気
揚
揚
と
都
を
出
て
行
く
。

第
十
四
齣

秘
曲
の
盗
み
聞
き

楊
貴
妃
が
霓
裳
羽
衣
曲
を
永
新
や
念
奴
に
伝
授
し
、
朝
元
閣
で
梨
園
の
李
亀
年
ら
に
演
習
さ
せ
る
。
民
間
の
笛
の
名
手
李

は
、
宮

城
の
外
壁
に
身
を
寄
せ
、
満
月
の
月
光
の
下
に
漏
れ
聞
こ
え
て
く
る
秘
曲
を
聴
き
、
懸
命
に
暗
記
し
よ
う
と
す
る
。

第
十
五
齣

茘
枝
の
献
上

六
月
一
日
の
楊
貴
妃
の
誕
生
日
に
、
南
方
か
ら
早
馬
で
好
物
の
茘
枝
が
長
安
へ
届
け
ら
れ
る
。
多
数
の
庶
民
が
早
馬
の
使
者
に
よ
っ

て
踏
み
殺
さ
れ
、
沿
道
の
農
民
は
作
物
が
踏
み
荒
ら
さ
れ
る
の
を
嘆
く
。
駅
役
人
が
逃
亡
し
た
渭
城
駅
に
は
乗
り
替
え
の
馬
が
い
な
く
、

使
者
の
休
憩
が
で
き
な
い
。

第
十
六
齣

霓
裳
羽
衣
の
舞

六
月
一
日
に
驪
山
の
長
生
殿
で
、
玄
宗
や
楊
貴
妃
を
含
む
楊
一
族
が
、
届
け
ら
れ
た
茘
枝
を
賞
味
し
、
楊
貴
妃
の
誕
生
日
を
祝
う
。

梨
園
弟
子
の
演
奏
下
に
、
楊
貴
妃
は
霓
裳
羽
衣
の
舞
を
披
露
し
、
玄
宗
の
喝
采
を
博
す
る
。
玄
宗
は
多
く
の
褒
美
と
共
に
、
自
ら
の
香

嚢
を
楊
貴
妃
に
与
え
る
。

第
十
七
齣

巻
き
狩
り

范
陽
節
度
使
・
東
平
郡
王
の
安
禄
山
が
、
部
下
の
何
千
年
・
崔
乾
祐
・
高
秀
巌
・
史
思
明
ら
と
共
に
、
軍
事
演
習
を
兼
ね
て
巻
き
狩

り
を
行
う
。
安
禄
山
は
近
い
将
来
、
謀
反
を
起
こ
す
こ
と
を
誓
う
。
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第
十
八
齣

楊
貴
妃
の
怨
み

楊
貴
妃
の
計
略
で
梅
妃
を
上
陽
宮
へ
遷
し
た
も
の
の
、
玄
宗
は
梅
妃
へ
の
思
い
を
断
ち
切
れ
ず
、
楊
貴
妃
の
も
と
へ
来
な
い
で
、
翠

華
西
閣
で
梅
妃
と
密
会
す
る
。
夜
に
宮
女
か
ら
の
情
報
で
そ
の
こ
と
を
聞
き
知
っ
た
楊
貴
妃
は
、
怒
り
心
頭
に
発
し
て
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク

に
な
る
。

第
十
九
齣

楊
貴
妃
、
西
閣
へ
乗
り
込
む

自
分
を
抑
え
き
れ
な
く
な
っ
た
楊
貴
妃
が
、
未
明
に
単
身
、
翠
華
西
閣
の
現
場
に
乗
り
込
む
。
玄
宗
は
慌
て
て
梅
妃
を
隠
匿
し
て
弁

な
じ

解
に
努
め
る
が
、
楊
貴
妃
に
厳
し
く
詰
ら
れ
る
。
や
が
て
朝
廷
か
ら
帰
っ
た
玄
宗
が
楊
貴
妃
を
慰
め
、
楊
貴
妃
の
怒
り
が
解
け
る
。

第
二
十
齣

ス
パ
イ
の
報
告

安
禄
山
の
動
向
を
探
る
た
め
に
放
っ
た
ス
パ
イ
が
、
霊
武
太
守
郭
子
儀
に
安
禄
山
の
情
報
を
報
告
す
る
。
安
禄
山
は
君
側
の
奸
臣（
楊

国
忠
）
を
除
く
た
め
に
着
々
と
準
備
を
進
め
、
近
く
馬
を
献
上
す
る
と
い
う
名
目
で
多
数
の
兵
士
と
共
に
上
京
（
反
乱
）
す
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
る
。

第
二
十
一
齣

入
浴
の
覗
き
見

華
清
池
に
入
浴
す
る
楊
貴
妃
を
、
お
世
話
す
る
宮
女
が
覗
き
見
す
る
。
ま
た
一
方
、
覗
き
見
し
た
玄
宗
も
自
ら
浴
池
に
入
り
、
楊
貴

妃
を
抱
き
か
か
え
る
。
湯
上
が
り
の
楊
貴
妃
は
ぐ
ん
な
り
し
て
な
よ
や
か
な
風
情
。
二
人
は
車
に
乗
ら
ず
、
肩
を
寄
せ
て
歩
い
て
宮
殿

に
帰
る
。

第
二
十
二
齣

七
夕
の
誓
い

七
夕
の
夜
に
織
女
が
天
の
川
を
渡
る
時
、
下
界
か
ら
立
ち
上
る
煙
を
発
見
す
る
。
下
界
の
宮
殿
で
は
玄
宗
と
楊
貴
妃
が
天
上
の
織
女

星
と
牽
牛
星
に
向
か
っ
て
永
遠
の
愛
を
誓
う
が
、
楊
貴
妃
は
寵
愛
の
衰
え
を
愁
え
て
涙
を
流
す
。
天
上
の
両
星
も
近
く
災
禍
に
見
舞
わ

れ
る
二
人
を
保
護
す
る
こ
と
を
誓
う
。
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第
二
十
三
齣

潼
関
陥
落
す
る

安
禄
山
が
楊
国
忠
誅
伐
を
名
目
に
し
て
謀
反
す
る
。
潼
関
の
要
害
を
老
将
哥
舒
翰
が
守
る
が
、
衆
寡
敵
せ
ず
、
安
禄
山
軍
が
陥
落
す

る
。
安
禄
山
軍
は
一
気
に
長
安
を
目
指
す
。

第
二
十
四
齣

変
乱
に
驚
嘆
す
る

玄
宗
と
楊
貴
妃
が
宮
中
で
清
平
調
詞
を
合
奏
し
て
楽
し
く
過
ご
す
。
そ
の
夜
休
ん
で
い
る
と
、
安
禄
山
が
謀
反
し
、
潼
関
の
哥
舒
翰

も
敗
れ
た
と
の
急
報
が
入
る
。
玄
宗
は
楊
国
忠
の
献
策
を
容
れ
、
翌
朝
都
を
後
に
し
、
暫
時
四
川
へ
避
難
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
二
十
五
齣

楊
貴
妃
の
埋
葬

途
中
の
馬
嵬
駅
で
護
衛
の
兵
士
達
の
不
満
が
高
ま
り
、
楊
国
忠
を
誅
殺
し
た
後
、
楊
貴
妃
を
も
殺
す
こ
と
を
迫
る
。
玄
宗
は
懸
命
に

回
避
し
よ
う
と
す
る
が
、
楊
貴
妃
の
申
し
出
も
あ
り
、
万
や
む
を
得
ず
、
楊
貴
妃
に
死
を
賜
う
。
楊
貴
妃
は
拝
仏
し
た
後
、
曽
て
玄
宗

に
賜
っ
た
金
釵
と
鈿
盒
を
共
に
墓
に
埋
葬
す
る
こ
と
を
高
力
士
に
遺
言
し
て
、
天
恩
に
感
謝
し
つ
つ
、
従
容
と
し
て
死
ん
で
ゆ
く
。

第
二
十
六
齣

麦
飯
を
献
上
す
る

扶
風
の
庶
民
郭
従
謹
が
庶
民
の
食
物
で
あ
る
麦
飯
を
玄
宗
に
献
上
す
る
。
玄
宗
は
事
こ
こ
に
至
っ
た
自
分
の
不
明
を
恥
じ
る
。
時
に

成
都
か
ら
の
綾
絹
の
貢
納
品
が
届
け
ら
れ
、
玄
宗
は
そ
れ
を
兵
士
達
に
分
配
し
て
故
郷
に
帰
そ
う
と
す
る
が
、
兵
士
達
は
玄
宗
に
随
行

す
る
こ
と
を
願
う
。

第
二
十
七
齣

楊
貴
妃
の
霊
魂
も
随
行

馬
嵬
駅
で
殺
さ
れ
た
楊
貴
妃
の
霊
魂
が
、
風
に
ゆ
ら
め
き
な
が
ら
蜀
へ
蒙
塵
す
る
玄
宗
一
行
を
追
う
。
楊
国
忠
や

国
夫
人
の
霊
魂

は
地
獄
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
。
元
来
蓬
莱
宮
の
仙
女
で
あ
る
楊
貴
妃
は
、
泰
山
東
岳
帝
君
の
計
ら
い
で
、
馬
嵬
の
土
地
神
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
る
。
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第
二
十
八
齣

賊
軍
を
罵
る
雷
海
青

天
下
を
取
っ
た
安
禄
山
が
長
安
の
凝
碧
池
で
勝
利
の
宴
会
を
開
き
、
玄
宗
ゆ
か
り
の
梨
園
の
弟
子
に
霓
裳
羽
衣
曲
を
演
奏
さ
せ
る
。

弟
子
中
の
琵
琶
の
名
手
雷
海
青
は
、
服
従
を
拒
絶
し
、
安
禄
山
を
罵
る
。

第
二
十
九
齣

剣
閣
山
の
鈴
の
音

太
子
に
譲
位
し
て
蜀
へ
の
路
を
急
ぐ
玄
宗
は
、
剣
閣
山
の
麓
で
雨
宿
り
し
た
折
、
軒
端
の
風
鈴
と
雨
音
を
耳
に
し
、
亡
き
楊
貴
妃
を

偲
ん
で
断
腸
の
思
い
に
と
ら
わ
れ
る
。

第
三
十
齣

楊
貴
妃
（
の
霊
魂
）
の
悔
恨

馬
嵬
駅
を
さ
ま
よ
う
楊
貴
妃
の
霊
魂
が
、
在
り
し
日
の
玄
宗
と
の
歓
楽
の
日
々
を
回
顧
し
、
形
見
の
金
釵
と
鈿
盒
を
前
に
悔
や
み
恨

む
。
そ
の
至
誠
の
祈
り
を
聞
い
た
馬
嵬
の
土
地
神
は
、
楊
貴
妃
に
自
由
通
行
証
を
渡
し
て
仙
界
へ
の
復
帰
を
励
ま
し
促
す
。

第
三
十
一
齣

郭
子
儀
の
安
禄
山
討
伐

朔
方
節
度
使
を
拝
命
し
た
郭
子
儀
が
、
史
思
明
や
何
千
年
ら
の
安
禄
山
軍
と
戦
っ
て
一
気
に
掃
滅
し
、
意
気
高
く
凱
旋
す
る
。

第
三
十
二
齣

楊
貴
妃
像
に
慟
哭
す
る

蜀
地
の
玄
宗
が
楊
貴
妃
の
木
像
を
製
作
し
、
霊
廟
に
安
置
し
て
拝
礼
す
る
。
玄
宗
は
在
り
し
日
の
彼
女
を
思
い
出
し
て
慟
哭
す
る
。

よ
く
見
れ
ば
、
楊
貴
妃
像
の
両
頬
か
ら
は
悲
し
み
の
涙
が
流
れ
落
ち
て
い
た
。

第
三
十
三
齣

土
地
神
の
訴
え

織
女
が
錦
布
を
天
帝
に
献
上
す
る
途
中
、
下
界
か
ら
立
ち
上
る
怨
み
の
妖
気
を
発
見
す
る
。
説
明
を
求
め
ら
れ
た
馬
嵬
の
土
地
神
が
、

楊
貴
妃
の
冤
罪
で
あ
る
こ
と
を
織
女
星
に
訴
え
る
。
織
女
は
、
楊
貴
妃
が
仙
女
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
天
帝
に
上
奏
す
る
こ
と
を
決
心

す
る
。

第
三
十
四
齣

安
禄
山
暗
殺
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安
慶
緒
の
指
図
を
受
け
た
李
猪
児
が
、
暗
闇
に
紛
れ
て
宮
中
に
侵
入
し
、
安
禄
山
を
刺
殺
す
る
。
宮
中
は
大
騒
ぎ
に
な
る
。

第
三
十
五
齣

京
都
の
秩
序
の
回
復

郭
子
儀
が
、
安
禄
山
が
暗
殺
さ
れ
た
長
安
の
秩
序
を
回
復
す
る
。
郭
子
儀
は
曽
て
長
安
の
酒
場
で
見
た
予
言
詩
（
第
十
齣
）
の
意
味

を
悟
る
。
郭
子
儀
は
、
国
家
の
再
興
を
は
か
る
た
め
に
、
霊
武
に
い
る
天
子
を
早
く
長
安
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を
急
ぐ
。

第
三
十
六
齣

楊
貴
妃
の
足
袋
を
拝
観
す
る

馬
嵬
の
近
く
で
酒
店
を
開
く
王
婆
さ
ん
は
、
曽
て
梨
の
樹
の
下
で
楊
貴
妃
の
遺
品
の
足
袋
を
拾
い
、
見
料
を
取
っ
て
客
に
見
せ
て
い

る
。
そ
こ
へ
李

や
金
陵
の
女
貞
観
主
、
郭
従
謹
等
が
立
ち
寄
っ
て
貴
妃
の
足
袋
を
拝
観
す
る
。
女
貞
観
主
が
高
価
で
の
買
い
取
り
を

申
し
出
る
が
、
王
婆
さ
ん
は
拒
絶
す
る
。
三
人
と
も
見
料
を
払
っ
て
店
を
出
る
。

第
三
十
七
齣

楊
貴
妃
の
屍
体
が
遷
化
す
る

楊
貴
妃
の
霊
魂
が
馬
嵬
駅
を
ゆ
ら
ゆ
ら
と
さ
ま
よ
い
、
往
時
を
偲
ぶ
。
織
女
の
天
帝
へ
の
上
奏
（
第
三
十
三
齣
）
に
よ
り
、
楊
貴
妃

の
屍
体
が
遷
化
し
て
仙
女
と
な
っ
て
天
界
に
復
帰
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
玉
液
に
よ
っ
て
屍
体
が
消
滅
し
、
楊
貴
妃
が
復
活
す
る
が
、

楊
貴
妃
は
後
日
の
証
拠
に
香
嚢
を
墓
中
に
残
し
て
蓬
莱
山
へ
向
か
う
。

第
三
十
八
齣

南
京
で
の
琵
琶
の
弾
き
語
り

安
禄
山
の
乱
後
、
天
下
を
流
浪
す
る
李
亀
年
が
、
南
京
の
鷲
峯
寺
の
法
会
で
琵
琶
曲
「
天
宝
遺
事
」
を
弾
く
。
同
じ
く
流
浪
中
の
李

が
そ
の
曲
を
聞
き
、
昔
を
思
っ
て
感
涙
す
る
。
二
人
は
音
楽
を
知
る
者
の
出
会
い
に
感
動
し
、
李

は
李
亀
年
に
霓
裳
羽
衣
曲
を
じ
っ

く
り
教
え
て
も
ら
お
う
と
す
る
。

第
三
十
九
齣

楊
貴
妃
を
祭
る

安
禄
山
の
乱
後
、
南
京
の
女
道
観
に
身
を
寄
せ
て
い
る
永
新
と
念
奴
が
、
観
主
が
長
安
か
ら
購
入
し
て
来
た
『
道
教
』
を
曝
書
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
雨
模
様
と
な
り
、
い
そ
い
で
し
ま
お
う
と
す
る
。
清
明
節
と
て
楊
貴
妃
の
供
養
を
す
る
。
そ
こ
へ
、
李
亀
年
が
雨
宿
り
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に
立
ち
寄
り
、
楊
貴
妃
像
を
見
て
驚
く
。
三
人
は
偶
然
の
邂
逅
に
驚
き
、
宮
女
や
梨
園
弟
子
の
懐
古
で
話
し
に
時
間
を
忘
れ
る
。

第
四
十
齣

仙
女
楊
貴
妃
の
回
憶

仙
女
と
な
っ
て
蓬
莱
山
の
太
真
院
に
住
む
楊
貴
妃
が
、
曽
て
の
地
上
で
の
玄
宗
と
の
日
々
を
な
つ
か
し
く
回
憶
す
る
。
そ
こ
へ
、
嫦

娥
の
言
い
付
け
で
、
寒
簧
が
、
曽
て
楊
貴
妃
が
夢
で
得
た
霓
裳
羽
衣
曲
の
曲
譜
を
受
け
取
り
に
来
る
。

第
四
十
一
齣

月
見
る
玄
宗
の
思
い

成
都
を
後
に
し
て
長
安
へ
還
御
す
る
玄
宗
（
明
皇
）
が
馬
嵬
近
く
の
離
宮
鳳
儀
宮
ま
で
来
て
、
高
力
士
に
楊
貴
妃
墓
の
改
葬
を
命
じ

る
。
明
皇
は
天
空
の
満
月
を
見
て
、
往
時
の
楊
貴
妃
の
事
を
思
い
出
し
、
悔
恨
の
情
に
む
せ
ぶ
。

第
四
十
二
齣

馬
嵬
駅
の
迎
え
の
準
備

馬
嵬
駅
の
役
人
が
、
明
皇
の
迎
え
の
準
備
と
楊
貴
妃
墓
の
改
葬
の
た
め
に
人
夫
を
急
募
す
る
。
一
名
の
欠
員
に
、
楊
貴
妃
の
靴
下
を

拾
得
し
た
王
婆
さ
ん
が
男
工
を
装
っ
て
応
募
す
る
。

第
四
十
三
齣

楊
貴
妃
墓
の
改
葬

馬
嵬
駅
に
駐
蹕
し
た
玄
宗
が
、
楊
貴
妃
の
墓
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
香
嚢
の
み
が
あ
り
、
楊
貴
妃
の
屍
体
や
一
緒
に
納
め
た
金
釵
・

鈿
盒
も
な
く
な
っ
て
い
た
。
高
力
士
は
、
仙
女
と
な
っ
た
楊
貴
妃
が
屍
解
し
て
昇
天
し
た
と
推
測
す
る
。
そ
こ
へ
貴
妃
の
足
袋
を
拾
っ

た
と
い
う
王
婆
さ
ん
が
申
し
出
る
。
玄
宗
は
銭
五
千
貫
を
与
え
、
永
代
の
墓
守
を
命
じ
る
。

第
四
十
四
齣

牽
牛
が
織
女
に
玄
宗
・
楊
貴
妃
の
団
円
を
慫
慂
す
る

七
夕
の
夜
、
牽
牛
が
織
女
に
、
殺
さ
れ
た
楊
貴
妃
が
冤
罪
で
あ
る
こ
と
、
馬
嵬
の
災
難
は
不
可
避
で
あ
る
こ
と
、
玄
宗
は
今
も
楊
貴

妃
を
思
い
、
二
人
は
真
実
の
愛
情
を
貫
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
天
帝
に
訴
え
て
天
宮
で
の
二
人
の
再
会
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
に
慫
慂

す
る
。
織
女
は
同
意
す
る
。

第
四
十
五
齣

玄
宗
が
雨
夜
に
楊
貴
妃
の
夢
を
見
る
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玄
宗
が
宮
殿
の
夜
の
雨
音
を
聞
き
つ
つ
、
楊
貴
妃
を
偲
ぶ
。
疲
れ
て
眠
り
込
む
玄
宗
の
夢
の
中
に
楊
貴
妃
の
使
者
が
現
れ
、
玄
宗
を

馬
嵬
駅
に
導
く
。
途
中
で
陳
玄
礼
の
幽
霊
が
行
く
手
を
遮
る
。
や
が
て
駅
舎
が
消
え
、
曲
江
に
来
る
と
、
池
の
中
か
ら
猪
龍
が
現
れ
る
。

驚
い
て
目
覚
め
た
玄
宗
は
、
高
力
士
に
楊
貴
妃
の
霊
魂
を
呼
び
寄
せ
る
方
士
を
探
す
よ
う
に
命
じ
る
。

第
四
十
六
齣

道
士
楊
通
幽
が
楊
貴
妃
の
霊
魂
を
探
索
す
る

道
士
の
楊
通
幽
が
玄
宗
（
明
皇
）
の
命
を
受
け
て
、
長
安
に
法
壇
を
築
き
、
楊
貴
妃
の
霊
魂
を
招
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
人
間

界
を
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
。
次
い
で
楊
通
幽
自
身
の
霊
魂
に
よ
っ
て
、
地
獄
を
探
索
す
る
が
、
や
は
り
見
つ
か
ら
な
い
。
さ
ら
に

天
空
を
探
そ
う
と
し
て
、
織
女
に
出
会
い
、
事
情
を
説
明
す
る
と
、
楊
貴
妃
が
蓬
莱
山
に
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。

第
四
十
七
齣

織
女
が
楊
貴
妃
の
恨
み
を
補
填
す
る

�
�
宮
の
織
女
に
呼
び
出
さ
れ
た
楊
貴
妃
が
、
生
前
の
冤
罪
と
罪
業
に
つ
い
て
述
べ
る
。
事
情
の
経
緯
と
二
人
の
愛
情
を
理
解
し
た

織
女
は
、
中
秋
節
の
夜
に
月
の
宮
殿
で
演
奏
さ
れ
る
霓
裳
羽
衣
曲
の
下
で
二
人
が
再
会
で
き
る
よ
う
に
計
ら
う
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
四
十
八
齣

楊
通
幽
が
楊
貴
妃
へ
玄
宗
の
思
い
を
伝
え
る

楊
通
幽
が
楊
貴
妃
を
蓬
莱
山
に
訪
ね
、
玄
宗
の
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
伝
え
る
。
楊
貴
妃
は
証
拠
の
品
と
し
て
金
釵
と
鈿
盒
を
楊
通
幽
に

託
す
る
が
、
更
に
求
め
ら
れ
て
、
二
人
だ
け
の
秘
密
の
誓
詞
を
付
託
す
る
。
楊
通
幽
は
楊
貴
妃
に
、
中
秋
の
夕
に
月
の
宮
殿
に
玄
宗
が

昇
天
し
、
そ
こ
で
二
人
が
再
会
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

第
四
十
九
齣

楊
通
幽
の
復
命

楊
通
幽
が
玄
宗
に
、
蓬
莱
で
楊
貴
妃
に
会
っ
た
経
緯
を
報
告
す
る
。
玄
宗
は
、
楊
貴
妃
か
ら
託
さ
れ
た
金
釵
と
鈿
盒
を
見
て
、
始
め

は
真
贋
を
疑
う
が
、
二
人
だ
け
の
秘
密
の
誓
詞
を
付
言
さ
れ
て
納
得
す
る
。
玄
宗
は
、
中
秋
の
夕
に
月
の
宮
殿
で
楊
貴
妃
に
再
会
す
る

予
定
を
聞
き
、
す
っ
か
り
喜
ぶ
。
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第
五
十
齣

大
団
円

中
秋
の
夕
、
楊
通
幽
が
玄
宗
を
案
内
し
て
月
の
宮
殿
へ
向
か
う
。
二
人
は
桂
樹
の
下
で
再
会
し
、
互
い
の
不
変
の
愛
情
を
述
べ
合
う
。

や
が
て
織
女
が
現
れ
て
天
帝
の
玉
旨
を
伝
え
る
。
こ
う
し
て
、
も
と
は
孔
昇
真
人
で
あ
っ
た
玄
宗
と
蓬
莱
宮
の
仙
女
で
あ
っ
た
楊
貴
妃

の
二
人
は
、
そ
の
情
愛
の
深
さ
に
よ
っ
て
永
遠
の
夫
婦
と
し
て

利
天
に
住
ま
う
こ
と
に
な
る
。
満
月
の
宮
殿
で
は
霓
裳
羽
衣
曲
が
演

奏
さ
れ
、
二
人
の
天
上
で
の
新
た
な
結
婚
を
祝
福
す
る
。

以
上
、
煩
を
厭
わ
ず
に
『
長
生
殿
』
五
十
齣
の
梗
概
を
記
し
た
。
唱
と
白
か
ら
成
る
原
文
は
、
更
に
複
雑
で
奥
深
い
崑
曲
特
有
の
表

現
か
ら
成
る
が
、
『
長
生
殿
』
の
粗
筋
や
構
成
に
つ
い
て
、
上
述
の
梗
概
か
ら
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
洪
昇
は
『
長

生
殿
』
例
言
に
お
い
て
、

史
載
楊
妃
多
汚
亂
事
、
予
撰
此
劇
、
止
按
白
居
易
「
長
恨
歌
」、
陳
鴻
「
長
恨
歌
傳
」
爲
之
。
而
中
間
點
染
處
、
多
采
「
天
寶
遺

事
」「
楊
妃
全
傳
」。
若
一
渉
穢
跡
、
恐
妨
風
教
、
絶
不
闌
入
、
覽
者
有
以
知
予
之
志
也
。

史
に
楊
妃
を
載
す
る
は
汚
乱
の
事
多
し
。
予
の
此
の
劇
を
撰
す
る
や
、
止
だ
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」、
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
を

按
じ
て
之
を
為
す
。
而
し
て
中
間
の
点
染
せ
し
処
は
、
多
く
「
天
宝
遺
事
」「
楊
妃
全
伝
」
よ
り
采
る
。
若
し
一
た
び
穢
跡
に
渉

ら
ば
、
風
教
を
妨
ぐ
る
を
恐
れ
て
、
絶
え
て
闌
入
せ
し
め
ず
、
覧
者
以
て
予
の
志
を
知
る
有
ら
ん
か
な
。

と
述
べ
、
伝
承
さ
れ
た
楊
貴
妃
故
事
に
は
と
か
く
汚
穢
記
事
が
多
い
こ
と
、『
長
生
殿
』
撰
述
に
当
た
っ
て
は
特
に
「
長
恨
歌
」「
長
恨

歌
伝
」
を
中
心
の
素
材
と
し
、
中
間
の
潤
色
部
分
は
「
天
宝
遺
事

（
１０
）

」「
楊
妃
全
伝

（
１１
）

」
を
参
照
し
つ
つ
、
汚
穢
に
渉
る
表
現
は
全
て
除
去

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

洪
昇
の
こ
の
『
長
生
殿
』
撰
述
方
針
は
、
第
一
齣
「
伝
概
」
に
お
い
て
洪
昇
が
玄
宗
楊
貴
妃
の
「
真
実
の
愛
情
」
を
高
ら
か
に
標
榜

キ
ー
ワ
ー
ド

す
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
情
」
が
時
代
の
関
鍵
語
で
あ
っ
た
明
末
清
初
の
文
壇
に
お
い
て
、『
長
生
殿
』
が
一
時
の
人
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気
を
博
し
た
要
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
好
事
、
魔
（
磨
）
多
し
」
の
例
え
通
り
、『
長
生
殿
』
の
人
気
は
長
く
は
続
か
ず
、
災
厄
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

康
煕
二
十
七
年
（
一
六
八
八
）
に
完
成
し
た
『
長
生
殿
』
は
北
京
で
関
係
者
の
絶
大
の
人
気
を
博
し
た
の
も
束
の
間
、
翌
二
十
八
年
（
一

六
八
九
）
に
は
皇
族
の
喪
中
に
歌
舞
音
曲
を
演
じ
た
と
い
う
不
敬
罪
に
問
わ
れ
、
関
係
者
が
こ
ぞ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
に
至
る
。
時
の
政

治
党
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
の
説
も
あ
り

（
１２
）

、
洪
昇
側
に
喪
中
の
音
曲
等
に
つ
い
て
今
少
し
慎
重
に
対
処
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
と
の
悔
い

も
残
る
が
、
現
実
の
処
分
は
厳
格
で
あ
り
、
四
十
五
歳
の
洪
昇
は
国
学
生
籍
を
剥
奪
さ
れ
、
こ
れ
で
出
仕
の
道
が
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
無
官
の
洪
昇
に
と
っ
て
、
ま
た
『
長
生
殿
』
に
と
っ
て
最
大
に
し
て
最
後
の
栄
光
と
悲
劇
が
康
煕
四
十
三
年
（
一
七
〇
四
）

に
起
こ
る
。
即
ち
、
六
十
歳
の
洪
昇
は
江
南
提
督
張
雲
翼
や
江
寧
（
南
京
）
織
造
府
の
曹
寅
と
い
う
江
南
の
実
力
者
に
次
々
に
招
聘
さ

れ
、
雲
間
や
白
門
の
そ
れ
ぞ
れ
の
邸
宅
に
お
い
て
上
座
の
珍
客
と
し
て
盛
大
な
接
待
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
才
能
あ
る
文

人
を
珍
重
す
る
江
南
の
風
気
が
よ
く
現
れ
て
い
る
が
、
招
待
さ
れ
た
洪
昇
側
の
得
意
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
栄
光
に

満
ち
た
洪
昇
に
、
突
如
と
し
て
最
大
か
つ
最
後
の
悲
劇
が
訪
れ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
江
寧
で
の
招
待
が
終
わ
っ
て
、
杭
州
へ
の
帰
途
、

水
郷
で
有
名
な
烏
鎭
に
立
ち
寄
っ
た
洪
昇
が
、
李
白
よ
ろ
し
く
、
酔
後
に
乗
船
し
よ
う
と
し
て
誤
っ
て
墜
落
し
、
遂
に
不
帰
の
客
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
時
に
六
月
一
日
、
宛
も
『
長
生
殿
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
楊
貴
妃
の
生
日
で
あ
っ
た
。

以
上
述
べ
た
『
長
生
殿
』
上
演
に
絡
む
二
大
事
件
は
、
い
ず
れ
も
洪
昇
の
中
晩
年
に
お
け
る
栄
光
の
直
後
に
訪
れ
た
不
幸
な
事
件
で

あ
っ
た
。
我
々
は
、
と
か
く
洪
昇
の
不
幸
な
側
面
に
眼
を
向
け
が
ち
で
あ
る
が
、
終
生
無
官
で
あ
っ
た
洪
昇
の
履
歴
か
ら
す
れ
ば
、
畢

生
の
大
作
で
あ
る
『
長
生
殿
』
が
世
上
の
評
判
を
呼
び
、
官
途
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
洪
昇
が
二
度
も
時
の
権
力
者
の
注
目
を
浴
び
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
慶
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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四

『
長
生
殿
』
の
版
本

『
長
生
殿
』
が
成
立
し
て
か
ら
今
日
ま
で
三
百
数
十
年
、
こ
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
等
に
つ
い
て
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
別
添

の『
長
生
殿
』
版
本
志
に
ま
と
め
た
。
非
力
の
個
人
調
査
に
よ
る
調
査
漏
れ
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
こ
の
一
覧
か
ら
、『
長
生
殿
』

に
関
す
る
出
版
物
に
つ
い
て
の
概
ね
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
『
西
廂
記
』『
牡
丹
亭
』『
桃
花

扇
』
と
並
ぶ
明
清
四
大
戯
曲
の
出
版
史
の
一
例
と
し
て
も
有
用
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
調
査
が
及
ん
だ
版
本
の
中
で
、『
長
生
殿
』
の
注
釈
や
出
版
に
関
す
る
傾
向
、
要
点
等
に
つ
い
て
、
重
要
と
思

わ
れ
る
出
版
物
を
中
心
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
、『
長
生
殿
』
へ
の
最
初
の
評
論
は
、
稗
畦
草
堂
原
刊
本
『
長
生
殿
伝
奇
』
に
付
し
た
呉
儀
一
の
眉
注
で
あ
る
。
同
書
は
「
錢

マ
マ唐
洪
昇
�
思
�
詞
」「
同
里
呉
人
舒
鳬
論
文
」「
長
洲
徐
麟
靈
昭
樂
句
」
と
明
記
し
て
お
り
、
洪
昇
が
『
長
生
殿
』
の
填
詞
本
文
を
制
作

し
た
外
、
眉
注
の
短
評
を
呉
儀
一
が
担
当
し
、
音
律
楽
句
に
つ
い
て
は
徐
麟
の
協
力
を
得
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
洪
昇
が

「
例
言
」
に
も
述
べ
、
ま
た
眉
注
で
は
「
徐
曰
く
」
と
し
て
音
律
に
関
す
る
徐
麟
の
注
を
引
く
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
稗

畦
草
堂
原
刊
『
長
生
殿
伝
奇
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、『
長
生
殿
』
が
成
立
し
た
康
煕
二
十
七
年
（
一
六
八
八
）
で
は
な
く
、
洪
昇
の

最
晩
年
康
煕
四
十
三
年
（
一
七
〇
四
）
の
こ
と
で
あ
る

（
１３
）

。
こ
の
間
の
十
六
年
間
は
『
長
生
殿
』
は
、
康
煕
二
十
八
年
の
演
禍
問
題
を
挟

み
、
抄
本
と
し
て
流
布
し
て
い
た
と
思
し
い
。

稗
畦
草
堂
刊
『
長
生
殿
伝
奇
』
は
原
刊
本
と
し
て
は
貴
重
で
は
あ
る
が
、
実
は
、
清
初
の
民
間
刻
本
の
常
と
し
て
、
俗
字
や
当
て
字

が
多
く
、
底
本
と
し
て
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
に
は
や
や
不
安
が
残
る
。
こ
の
欠
点
を
修
正
し
た
の
が
、
呉
梅
校
本
の
『
長
生
殿
』
で
あ

る
。そ

の
後
の
清
刊
木
版
本
で
は
、
阮
元
（
一
七
六
四－

一
八
四
九
）
の
小

山
館
刊
本
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
本
は
呉
儀
一
注
を
二
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行
の
割
注
に
し
て
本
文
相
当
箇
所
に
組
み
込
ん
で
お
り
、
清
末－

民
国
期
に
盛
行
す
る
文
瑞
楼
刊
本
の
祖
型
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
に
木
版
の
清
刊
本
と
し
て
は
友
益
堂
刊
本
、
書
有
堂
刊
本
の
外
、
刊
行
者
不
詳
の
も
の
も
存
在
し
、『
長
生
殿
』
が
清
代
後
期－

末

期
に
か
け
て
相
当
に
印
刷
さ
れ
、
江
湖
に
広
く
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

呉
梅
（
一
八
八
四－

一
九
三
四
）
校
本
の
『
長
生
殿
』
は
、
近
現
代
の
戯
曲
理
論
、
崑
曲
の
大
家
に
よ
る
校
点
で
あ
る
。
著
者
跋
に

よ
れ
ば
馮
起
鳳
『
長
生
殿
曲
譜
』
に
よ
っ
て
原
刊
本
の
誤
り
を
正
し
た
と
い
う
該
著
は
、
稗
畦
草
堂
原
刊
本
の
誤
植
や
俗
字
、
曲
牌
の

誤
り
を
正
す
点
が
多
く
、
今
日
で
は
『
長
生
殿
』
の
底
本
と
し
て
最
適
と
判
断
す
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
日
の
刊
本
に
お
い
て
呉
梅

校
本
に
拠
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
の
は
、
該
著
を
収
め
る
劉
世

『
彙
刻
伝
劇
』
が
か
な
り
稀
覯
で
あ
る
こ
と
、
代
わ
り
に
鄭
振
鐸

旧
蔵
の
稗
畦
草
堂
原
刊
本
を
底
本
と
し
た
徐
朔
方
の
校
注
本
が
広
範
囲
に
流
行
し
て
お
り
、
参
照
す
る
の
に
至
便
で
あ
っ
た
こ
と
に
拠

る
と
思
わ
れ
る
。

清
末－

民
国
時
代
に
入
る
と
、
欧
米
か
ら
の
新
式
活
字
印
刷
技
術
が
導
入
さ
れ
、
一
方
、
一
九
〇
五
年
科
挙
廃
止
後
の
新
し
い
教
育

体
制
の
実
施
等
の
事
情
も
絡
み
、
出
版
事
情
が
劇
的
に
変
化
す
る
。
読
者
層
の
要
求
に
新
式
の
印
刷
技
術
が
応
え
、
洋
式
の
教
科
書
や

標
点
十
三
経
等
の
参
考
書
、
更
に
は
一
般
の
文
学
書
や
実
用
書
等
と
並
び
、
戯
曲
本
も
、
そ
れ
ま
で
の
活
字
漢
字
を
並
べ
た
だ
け
の
白

文
式
の
も
の
か
ら
、
点
・
丸
・
括
弧
・
傍
線
・
疑
問
感
嘆
符
号
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
採
用
し
た
所
謂
標
点
本
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

漢
字
を
並
べ
た
だ
け
の
白
文
と
比
較
す
れ
ば
、
種
々
の
記
号
を
多
用
し
て
分
か
り
易
い
標
点
本
は
今
日
も
健
在
で
あ
る
。『
長
生
殿
』

の
版
本
に
つ
い
て
言
え
ば
、
管
見
の
限
り
、
上
海
大
中
書
局
（
一
九
三
〇
年
）・
啓
智
書
局
（
一
九
三
三
年
再
版
）・
新
文
化
書
社
（
一

九
三
三
年
）・
大
達
図
書
供
応
社
（
一
九
三
四
年
）
等
の
新
式
標
点
本
に
よ
る
『
長
生
殿
』
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
１４
）
。
こ
れ
ら
標

点
本
の
基
本
的
、
典
型
的
な
も
の
と
し
て
、『
国
学
基
本
叢
書
』
所
収
『
長
生
殿
』（
一
九
三
八
年
初
版
）
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

王
雲
五
主
編
の
『
国
学
基
本
叢
書
』
は
、
一
九
三
〇
年
代
、
日
中
戦
争
の
最
中
に
上
海
商
務
印
書
舘
か
ら
陸
続
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

文
字
通
り
、
標
点
を
施
し
た
だ
け
の
活
字
本
で
あ
る
が
、
そ
の
選
書
の
見
識
、
植
字
の
正
確
さ
等
の
点
で
、
今
日
も
学
界
を
裨
益
す
る
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学
術
内
容
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
一
冊
に
『
長
生
殿
』
が
あ
る
。
初
版
刊
記
は
中
華
民
国
二
十
七
年
（
一
九
三
八
）、
発
行
人
王
雲
五

と
印
刷
所
商
務
印
書
舘
の
住
所
が
長
沙
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
戦
火
拡
大
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
文
一
四
四
頁
の
前
に
、

序
・
題
辞
・
自
序
・
例
言
・
長
恨
歌
・
長
恨
歌
伝
・
楊
太
真
外
伝
・
原
跋
を
録
載
し
て
お
り
、
内
容
は
豊
富
で
あ
る
。
底
本
の
明
示
は

無
い
が
、
題
下
の
著
者
表
記
に
、
稗
畦
草
堂
原
刊
本
が
右
か
ら
順
に
「
洪
昇
填
詞－

呉
人
論
文－

徐
麟
楽
句
」
と
す
る
の
を
、『
国
学

基
本
叢
書
』
本
は
「
呉
人
論
文－

洪
昇
填
詞－

徐
麟
楽
句
」
と
改
め
、
洪
昇
名
を
中
に
移
す
の
は
、
些
細
で
は
あ
る
が
校
訂
者
の
見
識

で
あ
る
。
（
『
彙
刻
伝
劇
』
所
収
の
呉
梅
校
本
『
長
生
殿
』
の
表
記
も
同
様
で
あ
る
処
か
ら
す
れ
ば
、
『
国
学
基
本
叢
書
』
本
『
長
生
殿
』

の
底
本
は
呉
梅
校
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。）
惜
し
む
ら
く
は
、
初
歩
的
な
誤
植
が
散
見
す
る
の
は
、
恐
ら
く
戦
争
避
難
に

よ
る
参
考
本
の
欠
如
と
い
う
当
時
の
社
会
背
景
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
代
中
国
に
お
け
る
『
長
生
殿
』
の
普
及
に
果
た
す
徐
朔
方
校
注
本
の
功
績
は
甚
大
で
あ
る
。
初
版
刊
行
か
ら
半
世
紀
を
経
た
今
日

も
、『
長
生
殿
』
に
言
及
す
る
場
合
、
概
ね
は
人
民
文
学
出
版
社
出
版
の
徐
朔
方
校
注
本
を
定
本
ま
た
は
底
本
と
す
る
。
該
本
の
出
版

情
況
は
、
管
見
の
限
り
以
下
の
よ
う
で
あ
り
、
特
に
「
新
版
」
の
総
出
版
数
は
膨
大
な
数
に
上
る
で
あ
ろ
う
。

�

一
九
五
八
年
五
月
、
北
京
第
一
版
。
…
「
前
言
」
の
日
付
は
「
一
九
五
六
年
三
月
」。
拙
稿
で
は
「
旧
版
」
と
称
す
る
。

�

一
九
八
三
年
十
月
、
北
京
第
二
版
。
…
「
前
言
」
に
続
き
、「
一
九
八
一
年
九
月
」
と
識
す
「
新
版
小
記

（
１５
）

」
を
載
せ
る
。
拙

稿
で
は
「
新
版
」
と
称
す
る
。
こ
の
「
新
版
」
は
、
人
民
文
学
出
版
社
の
一
九
九
七
年
「
世
界
文
学
名
著
文
庫
」
本
、
二
〇

〇
五
年
挿
図
版
「
中
国
古
典
四
大
名
劇
」
本
等
に
踏
襲
さ
れ
る
。
更
に
一
九
九
六
年
、
台
湾
里
仁
書
局
か
ら
「
授
権
発
行
」

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
徐
朔
方
校
注
本
を
底
本
と
す
る
現
代
の
『
長
生
殿
』
注
釈
本
等
は
数
知
れ
な
い
。

新
中
国
の
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
、
版
数
を
重
ね
て
い
る
徐
朔
方
の
校
注
本
『
長
生
殿
』
は
、
入
手
も
容
易
で
あ
り
、
今

日
に
お
い
て
最
も
普
及
し
て
い
る
権
威
あ
る
校
注
本
で
あ
る
。
該
著
が
、
鄭
振
鐸
蔵
の
稗
畦
草
堂
原
刊
本
を
底
本
に
し
て
、
出
典
等
を

含
む
斬
新
な
注
を
初
め
て
示
し
た
こ
と
も
、
該
著
の
信
頼
性
を
増
す
要
素
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
も
、
こ
の
徐
朔
方
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校
注
本
が
『
長
生
殿
』
研
究
の
底
本
と
し
て
機
能
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
は
、『
長
生
殿
』
の
翻
訳
作
業
に
お
い
て
、
徐
朔
方
校

注
本
の
旧
版
と
新
版
を
、
稗
畦
草
堂
原
刊
本
及
び
呉
梅
校
本
と
校
合
し
た
結
果
、
稗
畦
草
堂
本
を
底
本
と
し
た
徐
朔
方
本
は
原
刊
本
の

誤
植
字
・
不
適
切
字
が
必
ず
し
も
完
全
に
校
正
さ
れ
て
い
な
い
憾
み
が
あ
り
、
研
究
上
の
底
本
と
し
て
は
、
厳
密
な
校
訂
を
経
た
呉
梅

校
本
『
長
生
殿
』
に
拠
る
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。
こ
の
こ
と
は
、『
長
生
殿
』
の
解
釈
史
、
版
本
史
上
の
重
要
事
で
あ
る
の

で
、
章
を
改
め
て
述
べ
る
。

康
保
成
・
竹
村
則
行
共
著
の
『
長
生
殿
箋
注
』
は
一
九
九
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
中
国
と
日
本
の
研
究
者
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ

り
、
徐
朔
方
の
校
注
を
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
。
底
本
は
徐
朔
方
注
が
拠
っ
た
稗
畦
草
堂
原
刊
本
（
鄭
振
鐸
旧
蔵
）
で
な
く
、
厳
密
な

校
訂
を
経
た
呉
梅
校
本
に
拠
っ
て
い
る
。
遺
憾
な
が
ら
校
正
が
な
お
十
分
で
な
く
、
簡
体
字
や
初
歩
的
な
誤
植
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い

が
、
多
く
の
新
注
（
箋
注
）
を
加
え
た
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

台
湾
に
お
け
る
『
長
生
殿
』
研
究
と
し
て
は
、
曾
永
義
氏
が
『
長
生
殿
研
究
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
九
年
）、『
清
洪

思

先
生
昇
年
譜
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
一
年
）
等
の
著
作
に
お
い
て
、
洪
昇
及
び
『
長
生
殿
』
の
研
究
を
続
け
て
い
る
。

徐
朔
方
校
注
本
の
後
、
今
日
（
二
〇
〇
八
年
）
ま
で
の
中
国
（
台
湾
）
に
お
け
る
『
長
生
殿
』
注
釈
本
の
め
ぼ
し
い
研
究
成
果
と
し

て
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ
る
。

Ａ
『
長
生
殿
』（
楼
含
松
・
江
興
祐
校
注
、
三
民
書
局
、
二
〇
〇
三
年
）

引
言
・
考
証
・
附
録
（
洪
昇
伝
・
長
恨
歌
・
長
恨
歌
伝
・
楊
太
真
外
伝
・
梧
桐
雨
）・
各
家
序
跋
）
と
も
に
充
実
し
て
い
る
。
正

文
の
注
も
豊
富
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
先
行
す
る
徐
朔
方
の
校
注
文
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
か
、
表
現
を
少
し
変
更
し
た
だ
け

で
あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。『
中
国
古
典
名
著
』
叢
書
の
方
針
の
制
限
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
可
能
な
ら
ば
『
長
生
殿
』
版
本

書
目
や
参
考
書
目
を
追
加
す
れ
ば
、
更
に
完
璧
な
研
究
書
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ
『
長
生
殿
』（
孫
安
邦
・

蕾
評
注
、
山
西
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
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注
釈
・
短
評
は
か
な
り
充
実
し
て
い
る
。
図
像
は
無
い
が
、
従
来
の
図
像
資
料
か
ら
幾
ら
か
を
補
載
す
れ
ば
更
に
理
解
を
助
け
た

で
あ
ろ
う
。
附
録
の
年
表
簡
編
は
簡
潔
な
洪
昇
年
譜
と
し
て
重
宝
で
あ
る
。

Ｃ
『
長
生
殿
』（
翁
敏
華
・
陳
勁
松
評
点
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

同
社
刊
『
中
国
古
代
四
大
名
劇
』
の
統
一
体
裁
の
為
か
、
前
言
・
跋
注
等
は
一
切
無
く
、
正
文
の
み
の
横
組
で
あ
る
。
唱
牌
部
分

を
褐
色
大
字
（
中
に
小
字
を
含
む
）、
白
部
分
を
褐
色
小
字
で
排
字
し
、
更
に
三
分
の
一
頁
の
左
欄
を
【
評
点
】
と
し
て
種
々
の

評
釈
を
加
え
る
。
十
六
開
の
中
大
型
本
（
高
二
十
八
、
五
�
×
寛
十
七
、
五
�
）
で
あ
り
、
彩
色
の
挿
画
も
相
ま
っ
て
読
者
の
興
味
を

惹
く
。
注
は
無
い
が
、
総
数
三
百
八
十
六
に
上
る
評
点
が
注
釈
の
役
割
を
果
た
す
。
近
来
の
出
版
物
が
多
色
刷
り
の
傾
向
に
あ
る

中
、
該
著
も
二
色
刷
と
挿
画
、
更
に
【
評
点
】
に
特
色
が
あ
る
。
但
し
、
著
者
の
時
代
表
記
を
「
明
・
洪
昇
／
著
」
に
誤
る
。

五

『
長
生
殿
』
の
稗
畦
草
堂
原
刊
本
・
呉
梅
校
本
・
徐
朔
方
校
注
本
に
つ
い
て

こ
こ
で
、『
長
生
殿
』
の
主
要
刊
本
（
稗
畦
草
堂
原
刊
本
・
呉
梅
校
本
・
徐
朔
方
校
注
本
）
に
つ
い
て
、
文
字
の
異
同
や
特
徴
等
を

述
べ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
表
現
の
異
同
例
の
一
部
を
示
す
。

『
長
生
殿
』
主
要
諸
本
の
字
句
表
現
の
一
部
異
同
例
（
底
本
は
康
・
竹
村
『
長
生
殿
箋
注
』
一
九
九
九
年
版
）

番
号
・
齣
数
齣
名

該
当
箇
所
（
大
字

は
唱
、
小
字
は
襯

白
等
）

稗
畦
草
堂
清
刊
本

（
鄭
振
鐸
旧
蔵
本
）

呉
梅
校
本

（
一
九
一
七
年
）

徐
朔
方
校
注
本

（
旧
版
一
九
五
八
年
）

徐
朔
方
校
注
本

（
新
版
一
九
八
三
年
）
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�
・
１６
舞
盤

恰

好

恰
好

恰
好

恰
好

恰
好

�
・
１８
夜
怨

急

聞

忽
聞

忽
聞

忽
聞

急
聞

�
・
１９
絮
閤

他

他

他

�
・
１９
絮
閤

【
北
刮
地
風
】精
神

精
神

精
神

精
神

精
神

�
・
２０
偵
報

採

聽

探
聽

探
聽

採
聽

採
聽

�
・
２０
偵
報

【
喬
木
魚
】

【
喬
木
魚
】

【
喬
木
魚
】

【
喬
木
魚
】

【
喬
木
査
】

�
・
２１
窺
浴

【
天
下
樂
】

【
傍
粧
臺
】

【
天
下
樂
】

【
傍
粧
臺
】

【
傍
粧
臺
】

�
・
２２
密
誓

悄

相

悄
相

悄
相

悄
相

悄
相

	
・
２６
獻
版

縱
饒
白
髪

從
饒
白
髪

縱
饒
白
髪

從
饒
白
髪

從
饒
白
髪
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�
・
２８
罵
賊

平
日
價

平
日
家

平
日
家

平
日
價

平
日
價

�
・
３０
情
悔

【
三
仙
橋
】對
星
月

對
星
月

對
星
月

對
星
月

對
星
月

�
・
３２
哭
像

【

孩
兒
】亂
軍
中

亂
軍
中

亂
軍
中

亂
軍
中

亂
軍
中

�
・
３２
哭
像

【
四
�
】
訴
衷
情

訴
衷
情

訴
衷
情

訴
衷
情

訴
衷
情

�
・
３２
哭
像

【
�
尾
】
對
殘
霞

對
殘
霞

對
殘
霞

對
殘
霞

對
殘
霞

�
・
３８
彈
詞

【
二
轉
】
生
長
在

弘
農
楊
氏
家

生
長
在

弘
農
楊
氏
家

生
長
在

弘
農
楊
氏
家

生
長
在

弘
農
楊
氏
家

生
長
在

弘
農
楊
氏
家

�
・
３８
彈
詞

【
三
轉
】
昭
君

昭
君

昭
君

昭
君

昭
君

�
・
３８
彈
詞

【
四
轉
】
百
支
支

寫
不
了

百
支
支

寫
不
了

百
支
支

寫
不
了

百
支
支

寫
不
了

百
支
支

寫
不
了
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こ
こ
に
挙
げ
た
例
は
多
数
の
異
同
例
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
異
同
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
以
下
の
傾
向
を
導
く
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）
稗
畦
草
堂
原
刊
本
（
実
際
は
呉
儀
一
が
私
的
に
刊
行
し
た
と
思
わ
れ
る
）
は
原
刊
本
と
し
て
は
重
要
で
あ
る
が
、
坊
刻
本

に
常
見
す
る
異
体
字
、
俗
字
、
別
体
字
等
が
払
拭
さ
れ
て
お
ら
ず
（
上
表
に
は
例
示
し
て
い
な
い
が
、
鴈
・
恠
・
綉
・
塲
…
）、
ま
た

�
・
３８
彈
詞

【
六
轉
】

上
上
下
下

上
上
下
下

上
上
下
下

上
上
下
下

上
上
下
下

�
・
４４
慫
合

提
起
玉
環
之
事

提
記
玉
環
之
事

提
起
玉
環
之
事

提
記
玉
環
之
事

提
記
玉
環
之
事

�
・
４６
覓
魂

小

神

小
聖

小
神

小
聖

小
聖

�
・
４６
覓
魂

判
官
上

判
跳
上

判
官
上

判
跳
上

判
跳
上

�
・
５０
。

重
圓
【
川
撥
棹
】

羨
�
死
抱

羨
�
死
抱

羨
�
死
抱

羨
�
死
抱

羨
�
死
抱

�
・
５０
。
重
圓【
尾

聲
】
要
使

要
使

要
使

要
使

要
使
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唱
・
白
部
の
活
字
の
分
別
が
明
確
で
な
く
、
新
た
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
呉
梅
校
本
は
、
校
正
者
の
明
言
は
無
い
も
の
の
、
馮
起
鳳
『
長
生
殿
曲
譜
』
等
の
清
代
曲
譜
に
よ
っ
て
厳
密
に
校
正
さ
れ

て
お
り
、『
長
生
殿
』
諸
本
の
中
で
は
最
も
信
頼
が
お
け
る
こ
と
。

（
３
）
今
日
の
活
字
本
（
徐
朔
方
校
注
本
、
康
・
竹
村
箋
注
本
）
は
、
今
日
に
お
け
る
印
刷
事
情
を
反
映
し
て
か
、
繁
体
字
に
統

一
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
活
字
中
に
、
ま
ま
簡
体
字
・
常
用
字
が
見
え
る
こ
と
（
十
九
齣
「

」
の
外
、

・
為
・
個
・
游
・
�
・

・

吃
…
）。

（
４
）
徐
朔
方
校
注
本
の
旧
版
か
ら
新
版
へ
の
字
句
訂
正
は
、
必
ず
し
も
一
貫
し
た
方
針
が
明
確
で
な
く
、
新
版
に
お
い
て
旧
版

の
正
字
を
改
悪
し
た
例
も
ま
ま
見
え
る
こ
と
。

こ
れ
ら
を
要
す
る
に
、『
長
生
殿
』
が
刊
行
さ
れ
て
今
日
ま
で
三
百
年
、
当
時
の
崑
曲
が
そ
の
ま
ま
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
訳
で
は

な
く
、
劇
曲
や
楽
譜
等
に
書
き
写
さ
れ
、
多
く
の
出
版
物
が
刊
行
さ
れ
る
中
で
、『
長
生
殿
』
が
今
日
的
に
改
編
さ
れ
る
の
は
や
む
を

得
な
い
で
あ
ろ
う
。
上
記
の
テ
キ
ス
ト
の
種
々
の
異
同
に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
の
微
細
な
変
化
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
誤
植
は
誤
植

で
あ
る
の
で
、『
長
生
殿
』
本
来
の
唱
牌
や
白
字
を
正
確
に
記
し
た
『
長
生
殿
』
定
本
の
出
現
が
待
た
れ
る
。

六

『
長
生
殿
』
の
翻
訳
（
白
話
・
英
訳
・
日
本
語
訳
）、
映
像
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
）
に
つ
い
て

本
章
で
は
、『
長
生
殿
』
を
今
日
的
に
解
釈
し
、
ま
た
表
現
し
た
も
の
と
し
て
、
翻
訳
や
映
像
資
料
に
つ
い
て
検
討
す
る
。（『
長
生

殿
』
は
崑
曲
で
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
特
性
や
蘇
州
語
に
無
知
で
あ
り
、
英
語
能
力
も
乏
し
く
、
従
っ
て
読
解
も
浅
薄
で
あ
る
こ
と
を

予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。）

�
白
話
訳
・
小
説
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『
長
生
殿
』
を
白
話
に
翻
訳
し
、
ま
た
は
小
説
等
に
改
編
し
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
、
蔡
運
長
・
張
雪
静
・
常
万
生
編
訳
の
三
編

が
あ
る
。

蔡
運
長
訳
は
『
長
生
殿
通
俗
注
釈
』（
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
中
に
通
俗
注
釈
の
一
環
と
し
て
見
え
る
。「
夾
注
夾
訳
」

の
体
裁
を
取
る
本
書
は
、
難
解
な
表
現
に
つ
い
て
（

）
内
に
現
代
中
国
語
訳
を
挿
入
し
て
い
る
。『
長
生
殿
』
の
全
訳
で
は
な
い
が
、

北
京
中
国
戯
曲
学
院
で
識
さ
れ
た
本
書
の
水
準
は
相
当
に
高
く
、
筆
者
も
現
代
日
本
語
訳
の
際
に
大
い
に
学
恩
を
受
け
た
。

張
雪
静
改
編
は
山
西
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
刊
。「
六
大
古
典
愛
情
名
劇
白
話
小
説
」
の
一
。
原
文
と
共
に
『
長
生
殿
』
の
白

話
小
説
へ
の
改
編
を
試
み
て
い
る
。
全
５０
章
に
分
け
、
厳
密
な
翻
訳
で
は
な
く
、
大
意
を
取
り
つ
つ
白
話
小
説
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

常
万
生
編
写
本
（
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
は
、『
長
生
殿
』
に
基
づ
い
て
、
十
二
章
・
尾
声
の
小
説
に
書
き
改
め
た
も

の
。
本
冊
の
後
半
に
は
『
長
生
殿
』
本
文
を
付
す
。
い
わ
ゆ
る
翻
訳
か
ら
は
離
れ
る
が
、『
長
生
殿
』
の
改
作
本
と
し
て
挙
げ
る
。

�
英

訳

《T
he

Palace
of

E
ternalY

outh

》
（
陳
美
林
中
文
改
編
、
黄
裳
・
劉

英
訳
、
新
世
界
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
五
十
幕
の
『
長

生
殿
』
劇
を
十
四
章
に
改
編
し
て
小
説
化
し
、
英
語
の
対
訳
を
付
し
て
い
る
。

《T
he

Palace
of

E
ternalY

outh

》（Y
ang

X
ianyi&

G
ladys

Y
ang,Foreign

L
anguages

Press,

一
九
五
五
年
）
は
、
外
文
出
版
社
版

の
楊
憲
益
・
戴
乃
疊
夫
婦
英
訳
全
本
で
あ
り
、
新
中
国
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
今
も
価
値
を
失
わ
な
い
英
訳
『
長
生
殿
』
の
祖
本
で

あ
る
。

《T
he

Palace
of

E
ternal

Y
outh

》（
外
文
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。
五
七
九
頁
、
大
中
華
文
庫
の
一
）
は
、
上
記
英
訳
本
に
徐
朔
方

校
注
『
長
生
殿
』
を
併
せ
た
漢
英
対
照
本
。
黄
天
驥
の
前
言
を
付
す
。
更
に
文
瑞
楼
石
印
『
長
生
殿
』
の
挿
図
も
付
さ
れ
て
お
り
、
上

記
の
一
九
五
五
年
版
に
較
べ
て
か
な
り
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
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�
日

訳

『
長
生
殿
』
日
訳
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
顕
著
な
業
績
を
既
に
二
種
持
つ
。
塩
谷
温
の
訓
読
訳
（
一
九
二
三
大
正
十
二
年
、『
国
訳
漢

文
大
成
』
所
収
）
と
最
近
の
岩
城
秀
夫
訳
（
二
〇
〇
四
年
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
所
収
）
で
あ
る
。（
訓
読
訳
ス
タ
イ
ル
の
国
訳
本
を
翻

訳
に
数
え
な
け
れ
ば
、
厳
密
に
は
『
長
生
殿
』
の
翻
訳
は
岩
城
訳
の
み
で
あ
る
。）
こ
の
間
八
十
年
、
紹
介
や
言
及
は
と
も
か
く
、『
長

生
殿
』
の
全
訳
本
は
岩
城
訳
ま
で
公
刊
を
見
て
い
な
い
。
玄
宗
楊
貴
妃
故
事
が
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
る
の
に
較
べ
れ
ば
や
や
意
外
の

感
が
す
る
が
、
こ
れ
は
崑
曲
『
長
生
殿
』
の
持
つ
演
劇
上
の
決
ま
り
や
多
種
多
様
の
楊
貴
妃
故
事
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

塩
谷
温
『
長
生
殿
』
は
、
本
人
が
担
当
し
た
『
国
訳
漢
文
大
成
』
所
収
『
長
生
殿
』
例
言
、
お
よ
び
『
桃
花
扇
』
自
序
に
よ
る
と
、

「
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）、
七
月
二
十
一
日
に
起
り
、
九
月
一
日
に
了
り
、
前
後
四
十
日
、
大
学
の
研
究
室
に
籠
居
し
て
、
一
気

に
呵
成
」
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
は
そ
れ
以
前
の
大
学
講
義
録
や
手
塚
文
学
士
の
手
記
原
稿
の
蓄
積
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

そ
の
集
中
力
と
漢
文
訓
読
の
水
準
の
高
さ
に
は
驚
嘆
す
る

（
１６
）
。
当
時
の
参
考
書
や
辞
書
等
の
事
情
も
あ
り
、
今
日
で
は
明
ら
か
な
誤
解
も

免
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
大
正
期
を
代
表
す
る
漢
学
者
の
漢
文
理
解
の
水
準
の
高
さ
に
は
驚
く
。
こ
れ
に
は
、
明
治
大
正
期
に
お
け
る

漢
文
体
の
日
本
語
と
明
清
期
の
中
国
文
の
近
似
と
が
大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、『
長
生
殿
』
の
訓
読
訳
注
と
な
る
と
、
更

に
崑
曲
の
理
解
や
楊
貴
妃
故
事
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
困
難
な
作
業
を
僅
か
四
十
日
で
一
気
呵
成
に
成
し
遂
げ
た
塩
谷

温
の
膂
力
に
は
、
筆
者
は
驚
嘆
に
加
え
て
、
日
本
漢
学
の
高
さ
に
誇
り
さ
え
覚
え
る
。

岩
城
秀
夫
訳
は
平
凡
社
東
洋
文
庫
所
収
、
二
〇
〇
四
年
刊
。
訳
者
か
ら
筆
者
へ
の
私
信
に
よ
る
と
、
訳
者
は
翻
訳
原
稿
を
久
し
く
筐

底
に
温
め
て
お
ら
れ
て
い
た
も
の
の
由
で
あ
る
。『
還
魂
記
』『
桃
花
扇
』（
以
上
、
平
凡
社
中
国
古
典
文
学
大
系
）
を
始
め
、『
板
橋
雑

記
』『
五
雑
組
』『
入
蜀
記
』（
以
上
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
）
等
の
戯
曲
そ
の
他
作
品
の
訳
注
書
を
次
々
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
訳
者
の
訳

文
は
十
分
に
こ
な
れ
て
お
り
、
筆
者
如
き
未
熟
者
が
評
価
す
る
の
は
お
こ
が
ま
し
い
が
、
本
訳
は
伝
統
劇
の
雰
囲
気
が
濃
厚
に
漂
う
高
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雅
な
訳
本
と
な
っ
て
い
る
。
役
者
名
を
生
、
旦
と
せ
ず
に
玄
宗
、
楊
貴
妃
等
と
表
記
す
る
の
も
分
か
り
易
い
し
、
唱
部
分
を
典
雅
な
古

文
調
で
翻
訳
す
る
の
も
本
訳
本
の
持
つ
雅
や
か
さ
に
貢
献
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
訳
本
へ
の
願
望
を
一
二
述
べ
れ
ば
、
ま
ず
、
簡
潔
な

訳
文
は
必
要
と
し
て
も
、
そ
の
一
方
で
簡
潔
す
ぎ
た
た
め
に
表
現
内
容
が
必
ず
し
も
明
快
で
な
く
な
っ
た
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

こ
れ
は
本
文
庫
の
体
裁
上
の
要
請
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
唱
部
分
を
典
雅
な
古
文
調
で
翻
訳
す
る
の
は
本
訳
本
の
魅
力
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
同
様
、
そ
の
一
方
で
、
古
文
調
の
翻
訳
文
に
よ
る
表
現
が
新
た
な
内
容
理
解
の
困
難
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
も
ど
か
し
さ
を
拭

え
な
い
。
非
礼
を
弁
え
ず
正
直
に
述
べ
れ
ば
、
水
準
の
高
い
典
雅
な
翻
訳
を
相
当
に
理
解
で
き
る
ほ
ど
の
水
準
を
、
専
門
家
も
含
め
て

今
日
の
読
者
は
持
ち
得
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
が
、
本
訳
本
読
了
後
の
筆
者
の
脳
裏
を
か
す
め
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

�
映
像
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

『
長
生
殿
』
に
は
最
近
の
映
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
資
料
が
存
在
す
る
。
従
来
の
よ
う
な
文
字
資
料
で
は
な
い
が
、
今
日
上
演
さ
れ
て
い
る

『
長
生
殿
』
の
映
像
資
料
は
『
長
生
殿
』
解
釈
の
上
か
ら
も
重
要
で
あ
る
の
で
紹
介
の
末
尾
に
加
え
る
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
長
生
殿
』
は
二
種
類
が
存
在
す
る
。
一
は
江
蘇
省
蘇
州
昆
劇
院
演
出
、
浙
江
音
像
出
版
社
出
版
で
あ
る
が
、
上
演
場
所
や

出
版
年
を
明
記
し
て
い
な
い
。
一
は
江
蘇
省
蘇
州
崑
劇
《
長
生
殿
》
芸
術
団
演
出
、
石
頭
出
版
股
�
有
限
公
司
（
台
湾
）
出
版
の
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
は
原
『
長
生
殿
』
が
二
〇
〇
四
年
二
月
十
七－

二
十
二
日
、
台
湾
台
北
の
新
舞
台
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
と
の
明
記
が

あ
る
。
両
者
を
細
部
ま
で
比
較
し
て
い
な
い
が
、
添
付
の
写
真
等
が
両
者
と
も
同
一
映
像
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
台
湾

で
上
演
さ
れ
た
『
長
生
殿
』
が
二
種
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
、
台
北
・
蘇
州
で
同
時
発
売
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

楊
貴
妃
役
は
王
芳
、
玄
宗
役
は
趙
文
林
が
演
じ
て
お
り
、
上
演
は
『
長
生
殿
』
全
五
十
折
を
二
十
七
折
に
ま
と
め
た
脚
本
を
用
い
て

い
る
。
劇
本
整
理
者
は
顧
篤

で
あ
る
。
筆
者
が
鑑
賞
し
た
限
り
で
は
、
唱
・
白
の
多
く
が
徐
朔
方
校
注
本
『
長
生
殿
』
と
重
な
る
。

書
物
上
で
読
む
し
か
な
か
っ
た
『
長
生
殿
』
を
、
実
際
に
舞
台
で
上
演
さ
れ
た
映
像
資
料
で
辿
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
筆
者
の
大
き
な

感
動
で
あ
っ
た
。
な
お
、『
長
生
殿
』
や
『
牡
丹
亭
』
を
含
む
崑
曲
は
二
〇
〇
一
年
に
中
国
初
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
（
ユ
ネ
ス
コ
）
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に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
公
演
や
映
像
資
料
化
は
、
こ
の
認
定
と
深
く
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
は
詳
細
を
把
握
し
て
い

な
い
。

七

ま
と
め

小
稿
の
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
作
品
の
作
り
手
や
読
み
手
が
時
間
や
空
間
を
共
有
す
る
場
合
に
は
、
作
品
に
対
す
る
注
釈
や
解

釈
は
基
本
的
に
必
要
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
『
論
語
』
を
例
に
挙
げ
る
と
、
二
千
五
百
年
を
経
て
、
中
国
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

中
で
読
み
継
が
れ
て
い
る
こ
の
名
著
は
、
孔
子
と
弟
子
と
の
対
話
録
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
も
、
一
体
誰
が
何
時
ど
ん
な
目
的
で
編

集
し
た
の
か
は
今
も
っ
て
分
か
ら
な
い
。
従
っ
て
推
測
に
よ
る
し
か
な
い
が
、
も
し
筆
者
が
孔
子
の
弟
子
で
あ
り
、『
論
語
』
の
対
話

者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
後
世
の
数
多
く
の
注
釈
や
解
釈
の
も
ど
か
し
さ
を
慨
嘆
す
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
孔
子
の
考
え
や
弟

子
の
素
性
、
孔
子
の
発
言
の
意
味
、
更
に
は
当
時
の
社
会
背
景
等
に
つ
い
て
、
時
間
や
空
間
を
遠
く
隔
て
た
後
世
や
外
国
の
伝
承
者
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
そ
の
事
が
不
詳
ま
た
は
あ
や
ふ
や
で
あ
る
た
め
に
、
注
釈
や
解
釈
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、

注
釈
や
解
釈
の
多
さ
は
注
釈
や
解
釈
の
深
さ
に
は
比
例
せ
ず
、
多
く
の
場
合
は
注
釈
や
解
釈
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
そ
の
作
品
の
難

解
さ
は
証
明
さ
れ
る
と
し
て
も
、
作
品
の
内
容
理
解
が
進
む
こ
と
は
却
っ
て
稀
で
あ
る
。

『
長
生
殿
』
の
場
合
、
解
釈
上
の
困
難
さ
は
、
�
洪
昇
伝
、
�
崑
曲
、
�
楊
貴
妃
故
事
等
の
諸
問
題
に
発
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更

に
日
本
語
訳
と
な
る
と
、
こ
れ
に
�
日
本
語
表
現
の
問
題
が
加
わ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
分
析
し
つ
つ
、
小
稿
の
ま
と
め
に

代
え
た
い
。

�

洪
昇
伝
の
問
題

科
挙
合
格
、
任
官
と
い
う
経
歴
を
持
た
ず
、
生
涯
布
衣
を
通
し
た
洪
昇
は
、
公
的
な
履
歴
記
録
に
乏
し
い
。
そ
れ
で
も『
繍
月
楼
集
』
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『
稗
畦
集
』『
稗
畦
続
集
』『
長
生
殿
』『
四
嬋
娟
』
等
の
著
作

（
１７
）

を
残
す
洪
昇
は
、
比
較
的
伝
記
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
洪
昇
の
伝
記
資
料
を
克
明
に
調
べ
上
げ
た
章
培
恒
『
洪
昇
年
譜

（
１８
）
』
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
伝
記
資
料
の
多

く
は
王
士
�
・
朱
彝
尊
を
始
め
と
す
る
友
人
知
人
と
の
交
友
録
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
洪
昇
の
み
な
ら
ず
、
清

初
の
江
南
文
人
が
官
民
を
問
わ
ず
広
範
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
る
し
、
ま
た
詩
文
集
等
の
出
版
に
よ
る
伝
存
率
の
高
さ
に
因

る
こ
と
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
言
え
ば
、
洪
昇
は
生
涯
布
衣
を
通
し
た
経
歴
の
割
に
は
伝
記
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
文
人

で
あ
る
が
、
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
や
は
り
畢
生
の
名
作
『
長
生
殿
』
の
流
行
と
後
世
へ
の
影
響
に
因
る
で
あ
ろ
う
。

�

崑
曲
の
問
題

も
し
本
人
が
蘇
州
生
ま
れ
で
蘇
州
育
ち
、
し
か
も
崑
曲
を
深
く
愛
す
る
文
化
人
で
あ
れ
ば
、『
長
生
殿
』
を
始
め
と
す
る
崑
曲
に
つ

い
て
格
別
に
云
々
（
注
釈
・
解
釈
）
す
る
必
要
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
筆
者
の
よ
う
な
、
こ
れ
ら
に
い
ず
れ
も
無
知
無
学
の
者
に

と
っ
て
は
、
曲
牌
や
科
白
、
衣
装
や
伴
奏
に
つ
い
て
の
解
説
無
し
で
は
な
か
な
か
作
品
の
内
部
に
分
け
入
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
崑

曲
を
含
む
戯
曲
は
、
そ
の
出
発
に
お
い
て
こ
そ
舞
台
で
実
演
さ
れ
る
表
現
芸
術
で
あ
っ
た
も
の
の
、
特
に
明
清
期
以
後
に
お
い
て
は
、

文
学
作
品
と
し
て
机
上
で
読
書
す
る
対
象
と
し
て
の
要
素
が
強
ま
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
通
常
の
読
者
に
と
っ
て
は
舞
台
上
で
の

現
実
感
が
稀
薄
に
な
り
、
い
き
お
い
注
釈
や
解
釈
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

�

楊
貴
妃
故
事
の
問
題

楊
貴
妃
は
八
世
紀
前
半
の
盛
唐
中
国
に
生
き
た
女
性
で
あ
る
。
彼
女
は
、
秘
め
ら
れ
た
出
身
、
玄
宗
の
愛
妃
、
馬
嵬
で
の
惨
殺
等
の

諸
要
素
と
共
に
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」、
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
に
詠
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
躍
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン－

傾
国
の
美
女

の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
楊
太
真
外
伝
・
梅
妃
伝
・
梧
桐
雨
・
開
元
天
宝
遺
事
・
驚
鴻
記
・
天
宝
曲
史
・
隋
唐
演
義

を
始
め
、
各
時
代
の
詩
人
が
詠
ん
だ
楊
貴
妃
詩
は
枚
挙
に
暇
が
な
い

（
１９
）

。
楊
貴
妃
が
有
名
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
虚
像
も
美
女
像
・
悪
女

像
が
錯
綜
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、『
長
生
殿
』
の
自
序
・
例
言
に
よ
る
と
、
洪
昇
は
『
長
生
殿
』
を
制
作
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
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ら
楊
貴
妃
に
纏
わ
る
汚
穢
イ
メ
ー
ジ
を
一
掃
し
、「
長
恨
歌
」
に
倣
い
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
生
死
を
超
越
し
た
真
実
の
愛
情
を
描
い
た

と
い
う
。『
長
生
殿
』
に
は
清
初
に
至
る
こ
れ
ら
多
く
の
楊
貴
妃
故
事
が
点
綴
さ
れ
て
お
り
、『
長
生
殿
』
を
正
確
に
読
解
す
る
に
は
こ

れ
ら
の
楊
貴
妃
故
事
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
が
、
事
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。『
長
生
殿
』
に
は
清
原
刊
に
有
す
る
友
人
呉
儀
一

の
眉
注
を
始
め
、
徐
朔
方
の
校
注
、
更
に
は
康
保
成
と
筆
者
の
共
著
に
な
る
箋
注

（
２０
）
等
の
注
釈
が
あ
る
が
、
な
お
洪
昇
の
真
意
を
探
索
す

る
に
は
十
分
で
は
な
い
。

�

日
本
語
表
現
の
問
題

『
長
生
殿
』
の
日
本
語
訳
、
も
し
く
は
紹
介
と
な
る
と
、
管
見
の
限
り
、
通
常
の
『
中
国
文
学
史
』（『
支
那
文
学
史
』）
で
の
言
及
は

別
に
し
て
、
塩
谷
温
『
長
生
殿

（
２１
）

』・
岩
城
秀
夫
『
長
生
殿
』
と
今
関
天
彭
「
長
生
殿
伝
奇
（
２２
）

」
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。「
中
国
四
大
古
典
名

劇
」
と
称
せ
ら
れ
る
他
の
『
西
廂
記
』『
牡
丹
亭
』『
桃
花
扇
』
の
邦
訳
と
較
べ
て
も
、
楊
貴
妃
故
事
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
割
に
は

『
長
生
殿
』
の
日
本
語
訳
は
少
な
い
が
、
そ
も
そ
も
中
国
古
典
戯
曲
の
日
本
語
訳
の
困
難
さ
は
、
戯
曲
の
持
つ
種
々
の
特
性
や
故
事
典

拠
、
社
会
背
景
等
を
熟
知
し
た
上
で
、
更
に
高
度
の
日
本
語
力
を
要
求
さ
れ
る
と
い
う
錯
綜
す
る
難
題
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
た
か
も
塩
谷
温
が
『
国
訳
漢
文
大
成
』『
桃
花
扇
』
序
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
が
如
く
で
あ
る
。

抑
々
小
説
戯
曲
は
小
道
と
雖
も
、
そ
の
研
究
頗
る
困
難
に
し
て
、
先
づ
一
通
り
そ
の
背
景
た
る
支
那
の
人
情
風
俗
習
慣
を
知
り
、

且
つ
詞
曲
駢
儷
を
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
雅
俗
の
文
体
に
精
通
す
る
に
非
ざ
れ
ば
不
可
也
。
〜
然
れ
ど
も
之
を
読
破
す
る
さ
へ
、
既
に

容
易
の
業
に
非
ず
、
況
ん
や
そ
の
訓
訳
に
至
り
て
は
実
に
蜀
道
の
難
き
よ
り
難
し
。

さ
て
、
そ
の
塩
谷
温
の
訓
訳
に
な
る
『
長
生
殿
』
は
、
他
の
『
国
訳
漢
文
大
成
』
所
収
作
品
と
同
様
、
本
文
の
訓
読
訳
に
脚
注
を
加

え
る
体
裁
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
僅
か
四
十
日
で
原
稿
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
先
達
の
集
中
力
と
訓
訳
の
水
準
の
高
さ
に
は
、
舌
を
巻

く
と
同
時
に
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
さ
え
覚
え
る
が
、
こ
こ
に
は
現
在
の
学
者
・
読
者
の
読
書
環
境
と
は
些
か
異
な
る
背
景
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
即
ち
、
所
謂
漢
文
訓
読
体
が
普
通
で
あ
っ
た
明
治－

大
正－

昭
和
初
期
の
学
者
・
読
者
に
と
っ
て
は
、
訓
読
体
の
文
章
は
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何
ら
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
文
体
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、一
方
、今
日
通
常
の
白
話
文
体
は
寧
ろ
馴
染
み
の
薄
い
文
体
で
あ
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
て
言
う
と
、
夏
目
漱
石
や
森
�
外
の
文
体
で
さ
え
も
、
今
日
で
は
古
典
文
体
と
し
て
注
釈
を
必
要
と
す

る
が
、
明
治
大
正
期
に
あ
っ
て
は
、
現
代
語
と
し
て
少
な
く
と
も
表
現
に
関
す
る
注
は
無
用
で
あ
っ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
最
近
の
岩

城
秀
夫
訳
注
『
長
生
殿
』
は
、
こ
の
点
、
科
白
・
ト
書
き
部
分
を
現
代
語
訳
し
て
お
り
、
現
代
人
に
は
理
解
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

（
唱
部
分
の
訳
は
古
雅
な
古
文
調
で
統
一
し
て
お
り
、
原
文
の
典
雅
な
雰
囲
気
を
伝
え
る
効
果
は
あ
る
も
の
の
、
古
文
調
に
成
型
す
る

過
程
で
現
代
語
と
し
て
の
新
た
な
難
解
さ
が
生
じ
た
点
は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。）

こ
れ
を
要
す
る
に
、
過
去
一
千
年
の
伝
統
を
有
す
る
訓
読
調
の
文
体
は
、
中
国
古
典
を
解
読
す
る
手
段
と
し
て
は
相
当
の
効
果
を
有

す
る
も
の
の
、
二
十
一
世
紀
の
現
代
日
本
語
と
し
て
は
必
ず
し
も
リ
ア
ル
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
従
っ
て
、
今
日
中
国
古

典
を
日
本
語
訳
す
る
場
合
、
原
文
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
訓
読
体
を
残
す
こ
と
は
あ
り
得
る
も
の
の
、
一
般
的
な
地
の
文
が

も
し
訓
読
体
そ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
専
門
家
で
な
い
一
般
の
読
者
に
は
内
容
の
理
解
が
一
層
困
難
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
現
代
日
本
語
訳
さ
れ
た
作
品
の
日
本
語
表
現
の
問
題
に
触
れ
た
い
。
中
国
古
典
作
品
を
現
代
日
本
語
に
翻
訳
す
る
場
合
、

作
品
内
容
の
正
確
な
理
解
と
共
に
、
現
代
日
本
語
と
し
て
最
も
相
応
し
い
表
現
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
相
応
し
い
」
と
は
、
例
え
ば

中
国
文
に
お
け
る
「
雅
・
俗
」
の
文
体
を
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
に
お
け
る
「
雅
・
俗
」
の
文
体
に
合
わ
せ
て
翻
訳
す
る
の
が
望
ま
し
い

の
で
あ
る
が
、
事
情
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
国
と
日
本
は
例
え
相
互
に
深
い
影
響
関
係
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
文
化
と
言
葉
を
持
っ
て
お
り
、
単
純
な
言
葉
の
置
き
換
え
で
は
決
し
て
生
き
た
日
本
語
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
英
語
や
他
の
外
国
語
で
も
同
様
で
あ
り
、
機
械
的
な
自
動
翻
訳
が
事
務
内
容
の
伝
達
に
は
あ
る
程
度
効
果
を
発
す
る
と
し
て
も
、

文
学
作
品
の
翻
訳
に
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日
本
語
訳
に
は
、
他
の
翻
訳
と
同
様
、
読
者

の
問
題
が
常
に
付
き
纏
う
。『
長
生
殿
』
の
日
本
語
訳
で
言
え
ば
、
明
治
大
正
昭
和
初
期
の
読
者
に
は
訓
読
と
い
う
翻
訳
ス
タ
イ
ル
が

す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
平
成
の
今
日
の
読
者
に
は
、
訓
読
体
は
既
に
難
解
な
古
典
文
体
と
な
っ
て
お
り
、
専
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門
論
文
は
と
も
か
く
、
一
般
読
者
を
想
定
す
る
日
本
語
訳
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
適
当
で
な
い
で
あ
ろ
う
。（
事
情
は
中
国
の
古
典
文

学
で
も
類
似
の
も
の
が
あ
り
、
現
代
中
国
語
（
白
話
）
訳
し
た
古
典
作
品
は
、
今
日
中
国
の
出
版
界
に
お
い
て
相
当
に
需
要
が
あ
る
の

だ
と
い
う
。）『
長
生
殿
』
の
日
本
語
訳
は
ど
の
よ
う
な
文
体
が
最
も
相
応
し
い
か
。
こ
れ
は
実
は
相
当
の
難
題
で
あ
る
。
内
容
の
正
確

な
理
解
は
さ
て
お
き
、
ど
の
よ
う
な
読
者
を
想
定
す
る
か
に
よ
っ
て
翻
訳
の
文
体
が
左
右
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に

『
長
生
殿
』
の
唱
部
分
は
、
岩
城
訳
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
典
雅
な
古
文
調
が
よ
り
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
拙
訳
で
は
内
容
の

理
解
を
重
ん
じ
、
敢
え
て
平
明
な
現
代
日
本
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
し
た
。
で
き
れ
ば
明
治
初
期
の
上
田
敏
や
島
崎
藤
村
の
翻
訳
の

よ
う
な
格
調
高
い
翻
訳
が
で
き
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
現
在
の
訳
者
の
技
量
で
は
、
将
来
も
含
め
て
と
て
も
望
め
そ
う
に
な
い
。
読
者
の

寛
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

注

（
１
）
康
保
成
・
筆
者
共
著
『
長
生
殿
箋
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
２
）
拙
稿
「『
長
生
殿
』
訳
注
（
一
）
〜
（
十
四
）」（『
中
国
文
学
論
集
』
二
六
〜
三
五
、『
文
学
研
究
』
九
七
〜
一
〇
五
、
一
九

九
七
〜
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
３
）
拙
著
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
４
）
章
培
恒
『
洪
昇
年
譜
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）、
ま
た
王
永
寛
・
張
俊
霞
「
洪
昇
」（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一

九
九
二
年
『
中
国
古
代
戯
曲
家
評
伝
』
所
収
）
参
照
。
更
に
洪
昇
と
杭
州
西
湖
に
つ
い
て
は
呉
晶
『
洪
昇
与
西
湖
』（
杭
州

出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
が
詳
し
い
。

（
５
）
拙
稿
「
康
煕
十
八
年
博
学
鴻
詞
科
と
清
朝
文
学
の
出
発
」
（
九
州
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学
論
集
』
九
、
一
九
八
〇
年
）

参
照
。

（
６
）
章
培
恒
『
洪
昇
年
譜
』
一
七
一
頁
。

（
７
）
智
朴
撰
『
盤
山
志
』（
十
巻
・
補
遺
四
巻
。
王
士
�
・
朱
彝
尊
の
校
訂
に
な
る
。
康
煕
三
十
五
年
序
刊
。
通
行
の
『
欽
定
盤
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山
志
』
と
は
別
本
）。
章
培
恒
『
洪
昇
年
譜
』
二
九
一
頁
、
ま
た
拙
稿
「
盤
山
に
集
っ
た
清
初
文
人
（
宋
犖
・
王
士
�
・
朱

彝
尊
・
洪
昇
）
と
智
朴
『
盤
山
志
』
に
つ
い
て
」（
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
『
文
学
研
究
』
九
九
、
二
〇
〇
二
年
）
参

照
。

（
８
）
清
・
金
埴
『
巾
箱
説
』。『
紅
楼
夢
』
の
著
者
と
さ
れ
る
曹
雪
芹
は
曹
寅
の
孫
。
曹
雪
芹
の
江
寧
織
造
府
で
の
幼
年
時
代
を
描

写
し
た
と
さ
れ
る
『
紅
楼
夢
』（
十
一
、
十
七－

十
八
回
）
に
お
い
て
、『
長
生
殿
』
演
目
の
上
演
が
記
録
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
時
の
招
待
宴
及
び
そ
の
前
後
の
『
長
生
殿
』
の
評
判
の
反
映
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
近
著
『
洪
昇vs

曹
雪
芹
』（
秦

軒
著
、
中
国
海
関
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
９
）
明
清
時
代
の
至
情
主
義
文
学
に
つ
い
て
は
、
合
山
究
『
明
清
時
代
の
女
性
と
文
学
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
細

な
論
考
が
あ
る
。

（
１０
）
直
接
に
は
五
代
・
王
仁
裕
「
開
元
天
宝
遺
事
」
を
指
す
か
。

（
１１
）
不
詳
。
宋
・
楽
史
「
楊
太
真
外
伝
」
の
こ
と
か
。『
長
生
殿
』
第
一
齣
「
伝
概
」
に
は
「『
太
真
外
伝
』
を
借
り
て
新
詞
を
譜

す
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
こ
こ
に
い
う
「
天
宝
遺
事
」「
楊
妃
全
伝
」
と
は
、
こ
れ
ら
を
含
む
楊
貴
妃
故
事
を
集
め
た

作
品
全
般
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１２
）
章
培
恒
『
洪
昇
年
譜
』
附
録
「
演
《
長
生
殿
》
之
禍
考
」
参
照
。

（
１３
）『
長
生
殿
』
自
序
の
識
語
は
「
康
煕
己
未
（
引
用
者
注
：
十
八
年
〔
一
六
七
九
〕）
仲
秋
、
稗
畦
洪
昇
、
孤
嶼
草
堂
に
題
す
」

と
あ
っ
て
、
時
期
が
前
後
す
る
。『
長
生
殿
』
刊
行
に
際
し
て
の
自
序
で
あ
れ
ば
、
十
六
年
前
の
旧
自
序
を
巻
頭
に
載
せ
る

の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
章
培
恒
『
洪
昇
年
譜
』
一
九
九
頁
は
、
「
康
煕
十
八
年
に
成
っ
た
《
舞
霓
裳
》

序
が
そ
の
ま
ま
『
長
生
殿
』
序
に
沿
用
さ
れ
た
可
能
性
」
を
指
摘
す
る
。
こ
の
『
長
生
殿
』
自
序
の
識
語
の
齟
齬
は
、
康
煕

四
十
三
年
の
『
長
生
殿
』
刊
行
時
に
、
洪
昇
が
自
ら
「
自
序
」
を
執
筆
で
き
な
い
情
況
に
あ
っ
た
、
つ
ま
り
「
自
序
」
を
執

筆
し
よ
う
と
し
た
矢
先
に
洪
昇
が
水
死
し
た
こ
と
、
呉
山
を
含
む
関
係
者
が
已
む
な
く
洪
昇
の
以
前
の
「
自
序
」
を
以
て
『
長

生
殿
』
自
序
に
差
し
替
え
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

（
１４
）
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
北
京
大
学
に
研
修
中
で
あ
っ
た
根
ヶ
山
徹
氏
に
よ
る
北
京
大
・
北
京
図
書
館
蔵
本
の
調
査
結
果
の
提
供

を
受
け
た
。

３９

『
長
生
殿
』
解
釈
史
考

―
附
『
長
生
殿
』
版
本
志



（
１５
）「
新
版
小
記
」
に
お
い
て
、
徐
朔
方
氏
は
「
友
人
が
指
摘
し
た
旧
版
の
他
↓

字
の
誤
植
を
三
度
読
み
返
し
て
も
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
。」
と
述
べ
る
が
、
そ
の
一
例
は
、
第
十
九
齣
「
恕
閤
」
の
「
爲

性
愛
梅
花
、
賜
號
梅
妃
。」
で
あ
る
。
な
お
、

二
十
世
紀
初
め
の
中
国
語
に
お
け
る
「
他

」
の
表
記
問
題
に
つ
い
て
、
劉
半
農
「

字
問
題
」（
鮑
晶
編
『
劉
半
農
研
究

資
料
』
一
九
一
頁
）
参
照
。

（
１６
）
訓
読
に
つ
い
て
、
異
文
化
理
解
や
日
本
語
日
本
文
化
形
成
、
及
び
訓
読
論
等
の
多
方
面
か
ら
考
察
を
加
え
た
も
の
と
し
て
、

『「
訓
読
」
論－

東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
と
日
本
語－

』（
中
村
春
作
等
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
１７
）
こ
れ
ら
の
著
作
は
、
劉
輝
編
『
洪
昇
集
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
１８
）
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。

（
１９
）
拙
著
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
２０
）『
長
生
殿
箋
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
２１
）『
国
訳
漢
文
大
成
』、
一
九
二
三
大
正
十
二
年
。

（
２２
）『
支
那
戯
曲
物
語
』、
元
々
社
、
一
九
五
五
昭
和
三
十
年
所
収
。
初
出
は
東
洋
協
会
『
東
洋
』
四
十
三
巻
、
一
九
四
〇
昭
和
十

五
年
。
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夢・寄情・得信・重円〕

※『長生殿』の上記２７折の舞台上演をＤＶＤ４枚に収めたもの。現行の徐

朔方校注『長生殿』と重なる表現が多く見られる。
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Ｅ 曲譜、ＤＶＤ資料

６１『長生殿曲譜』 清・馮起鳳撰『吟香堂曲譜』所収。２巻。第１齣を除き、

『長生殿』のほぼ全齣にわたる唱牌に工尺譜を付す。

※呉梅の『長生殿』跋文に、稗畦草堂原刊本との校合に該書を用いたこと

を明記する。なお清・葉堂『納書楹曲譜』、王季烈・劉富 『集成曲譜』

等の曲譜集にも『長生殿』曲譜を輯録するが、『吟香堂曲譜』の全面的

なのには及ばない。

６２『長生殿』 王芳主演、江蘇省蘇州昆劇院演出、浙江音像出版社出版、上

演場所・出版年不詳、ＤＶＤ３枚（また４枚）。

〔上本－定情・賄権・聞楽・制譜・禊游・進果・舞盤・権

鬨・夜怨・絮閣、中本－偵報・密誓・陥関・驚変・埋玉・冥

追・聞鈴、下本－剿寇・情悔・哭像・神訴・屍解・見月・雨

夢・寄情・得信・重円〕

※『長生殿』の上記２７折の舞台上演をＤＶＤ３枚（また４枚）に収めたも

の。現行の徐朔方校注『長生殿』と重なる表現が多く見られる。ＤＶＤ

資料について、主演の王芳氏とも親交があり、崑曲の造詣が深い石井望

氏の贈呈を受けた。

６３『長生殿』 王芳主演、江蘇省蘇州崑劇《長生殿』》芸術団演出、石頭出

版股�有限公司（台湾）発行。ＤＶＤ４枚。冒頭に蒋勲・汪

其 両名の導読を付す。

添付冊子によると、演出期日は２００４年２月１７－２２日、場所は

台湾台北・新舞台劇場。

〔上本－定情・賄権・聞楽・制譜・禊游・進果・舞盤・権

鬨・夜怨・絮閣、中本－偵報・密誓・陥関・驚変・埋玉・冥

追・聞鈴、下本－剿寇・情悔・哭像・神訴・屍解・見月・雨
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５７『長生殿』 斉魯書社、２００４年。「絵図四大古典愛情悲喜劇」之一。横組

簡体字、１７２頁、中型本。

〔出版説明・目録・第一～五十出〕

※明記が無いが、絵図は劉世 『彙刻伝劇』本『長生殿』から採っている。

５８『長生殿』（The Palase of Eternal Youth） 楊憲益・戴乃疊訳、外文出版社、

２００４年。「大中華文庫」（LIBRARY OF CHINESE CLASSICS）

之一。中文英文対訳。

〔総序・前言・第一～五十出。Notes・About the Translations〕

※『長生殿』の英訳本である。初出は１９５５年。

５９『長生殿』 孫安邦・ 蕾評注、山西古籍出版社、２００５年。「中国家庭基

本蔵書・戯曲小説巻」之一。横組簡体字、２５４頁。

〔前言・代序・劇情梗概及主要人物・目録・自序・例言・第

一～五十齣・附録（洪昇年表簡編・『長生殿』研究主要文献・

『長生殿』名言警句）〕

※注釈・短評はかなり充実している。図像は無い。附録の年表簡編は、章

著『洪昇年譜』の簡略版として重宝である。

６０『長生殿』 翁敏華・陳勁松評点。華東師範大学出版社、２００６年。「大雅

蔵書系列・中国古代四大名劇」之一。横組簡体字、２１２頁、

大型本。

〔目録・第一～五十出〕。唱部分を褐色の二色刷り。多数の

挿画を含む。

※扉表記を「明・洪昇／著」と誤記するのは惜しい。評点はかなり詳しい。
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５２『長生殿』 康保成校点、岳麓書社、２００２年。横組簡体字、２１９頁。

目録・前言・自序・例言・第一～五十出。無注。挿図２２幅。

５３『中国古典四大名劇』 呉偉輯、中国華僑出版社、２００２年。横組簡体字。

『長生殿』部分は１１３頁、無注、本文のみ。

〔第一～第五十出〕

※『西廂記』『牡丹亭』『長生殿』『桃花扇』の四大古典名劇の本文を集成

したもの。

５４『長生殿校注』 兪為民校注、華正書局、２００３年。縦組繁体字、２８２頁。

〔目録・前言・自序・例言・第一～五十齣〕

※底本は稗畦草堂本。校注者は南京大学中文系教授。

５５『長生殿』 楼含松・江興祐校注、三民書局、「中国古典名著」之一、２００３

年。縦組繁体字、３６９頁。

〔引言・《長生殿》考証・書影挿図・回目・自序・例言・第

一～五十齣・附録一～六〕。第一～五十齣中に暖紅室刊本『長

生殿』からの挿図２４幅を影印する。

※「引言」によれば、稗畦草堂本を底本とし、底本の大量の異体字を常用

字に改め、底本を改めた部分は注記に明示したという。《長生殿》考証、

附録一～六を含め、『長生殿』研究に必要な情報を網羅している。欲を

言えば、『長生殿』版本目や参考書目を追加すれば更に完璧な研究書に

なったであろう。

５６『長生殿選評』 譚帆・楊坤撰、上海古籍出版社、２００４年。「新世紀古典

文学経典読本」之一。横組簡体字２０８頁。

※『長生殿』五十出のうち二十四出を選出し、注及び批評を加えたもの。
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底本は呉梅校本『長生殿』（劉世 『彙刻傳劇』所収）

※日中研究者の共同研究による斬新な注に特徴がある。また底本を従来の

鄭振鐸旧蔵本から呉梅校本に変更したのも新たな試みである。但し、簡

体字や単純誤植等を免れていない。

４８『長生殿』 徐朔方校注、人民文学出版社、１９８３年。「２００２年８月北京第

２次印刷」。「大学生必読叢書」之一。横組簡体字、２３２頁。

〔出版説明・前言・目録・第一～五十齣・附録一～四（徐

序・呉序・汪序・毛序）〕

※徐朔方校注『長生殿』を「大学生必読叢書」の一として改装したもの。

４９『長生殿』 �怡萍注、華夏出版社、２０００年。「中国古代戯曲経典叢書」

之一。横組簡体字、３０９頁。

〔総序・目録・前言・第一～五十出〕。中に民国６年（１９１７）

掃葉山房石印本『長生殿』からの挿図２５幅を含む。

５０『長生殿』（The Palace of Eternal Youth） 陳美林改編、黄裳・劉 翻訳、

新世界出版社、２０００年。中国語－英語対訳。中国文は横組簡

体字、２１５頁。

〔序・原作簡介・目次・第一～十四章〕。扉に４幅の人物図、

本文中に９幅の挿図を含む。

※『長生殿』５０齣を１４章に改編し、英訳対照したものである。

５１『長生殿』 鄭尚憲導読、黄山書社、２００１年。「中国古典名劇導読叢書」

之一。横組簡体字１９２頁。

〔目次・導読・第一～五十出・附録（序評精選）〕
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〔自序・例言・目次・第一～五十出〕。〔戯曲本〕の底本は『暖

紅室彙刻伝奇』本『長生殿』。また挿図２４幅を載せる。

※前半の〔小説本〕部は楊貴妃故事を１２のテーマに分別して小説化したも

のであり、必ずしも後半の〔戯曲本〕部の内容通りではない。

４４『長生殿』 兪為民校注、浙江古籍出版社、１９９８年。「百部中国古典名著」

之一。横組簡体字、１８９頁。底本は稗畦草堂本。

〔出版説明・挿図１０幅・目録・第一～五十出・自序・例言・

後記〕

４５『中国古代四大名劇』 兪為民校注、江蘇古籍出版社、１９９８年。横組簡体

字。『長生殿』部分は１４８頁。底本は稗畦草堂本。

〔前言・目録・第一～五十出〕

※『西廂記』『牡丹亭』『長生殿』『桃花扇』の古代四大名劇について、注

釈付きでまとめたもの。

４６『中国四大古典名劇』 呉佩鴻輯、巴蜀書社、１９９８年。横組簡体字。『長

生殿』部分は１３２頁。

〔第一～第五十出〕

※『西廂記』『牡丹亭』『長生殿』『桃花扇』の四大古典名劇の本文を集成

したもの。

４７『長生殿箋注』 康保成・竹村則行箋注。中州古籍出版社、１９９９年。縦組

繁体字、４２９頁。

〔序・康保成前言・目次・洪昇自序・例言・第一～五十

齣・附録（序跋・引用書目・参考書目・竹村論文・後

記）〕
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頁に関連する唱句（８頁初出絵図では第二齣定情「念奴嬌序」）を挿入

する。

４０『長生殿通俗注釈』 蔡運長注釈。雲南人民出版社、１９８７年。縦組簡体字、

４１７頁。

〔太真遺像。挿図１５幅。前言。第一～五十出〕。底

本は文瑞楼本。

※原文に付属する（ ）中に、言葉の意味や現代中国語訳を付する。前言

において、徐朔方校注や翁偶虹師の学恩に謝する。

４１『四大戯劇』 王季思・黄天驥編、岳麓書社、１９９２年、「古典名著普及文

庫」之一。横組簡体字、『長生殿』部分は康保成校、無注、

１３０頁。底本は徐朔方校注本。

〔目次・自序・例言・第一～五十出〕

※『西廂記』『牡丹亭』『長生殿』『桃花扇』の四大名劇の本文のみを集成

したもの。

４２『長生殿』 張雪静改編、山西古籍出版社、１９９５年。「六大古典愛情名劇

白話小説」之一。横組簡体字、３５８頁。

〔目録・前言・第一～五十章、尾声〕

※『長生殿』を改編し、白話小説化したものである。

４３『長生殿』 常万生編著、吉林文史出版社、１９９７年。「中国古典戯曲名著

珍蔵本」之一。横組簡体字、２０４頁。

また２００１年にも同氏編著の小型本（２１８頁）を同社から出版

している。

〔小説本〕部は〔目録・一～十二章、尾声〕、〔戯曲本〕部は

『
長
生
殿
』
解
釈
史
考

―
附
『
長
生
殿
』
版
本
志

４７



序・呉序・汪序・毛序）〕。

３６『長生殿』 徐朔方校注、翁儷真・蔡栄凱・楊瑟恩・黄心穎校対、里仁書

局、１９９６年。縦組繁体字、３１７頁。

〔目次・前言・自序・例言・第一～五十齣・附録（徐序・呉

序・汪序・毛序）〕

※徐朔方校注『長生殿』を、校注者の許認可を得て台湾で出版したもの。

３７『長生殿』 清・呉儀一評点、現代・閻福玲校。花山文芸出版社、１９９７年。

「中国名劇系列」之一。横組簡体字、２１２頁。（平装本は１９９６

年刊）

〔前言・目録・自序・例言・第一～五十出〕

※底本は徐朔方校注『長生殿』。呉儀一注文を本文の該当箇所に●印を付

して録する。

３８『長生殿』 任少東校点、遼寧教育出版社、１９９７年。「新世紀万有文庫」

之一。横組簡体字、１４９頁。

〔縁起・目録・出版説明・序・自序・例言・第一～五十出・

校勘記〕。無注。

３９『長生殿』 徐朔方校注、人民文学出版社、２００５年。挿図版。「１９５８年北

京第１版、１９８３年北京第２版」。横組簡体字、２３２頁、

〔前言・目録・自序・例言・第一～五十齣・附録一～四（徐

序・呉序・汪序・毛序）〕

※挿図１５幅について、７頁初出絵図下に「静深書屋原本、夢鳳楼刊校《長

生殿》絵図（全図同）」と注する。呉梅校本『長生殿』（劉世 『彙刻伝

奇』所収）から採った挿図であることが分かるが、本冊では各絵図の裏
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３２『洪昇集』所収「長生殿」 劉輝校箋、浙江古籍出版社、１９９２年。「両浙

作家文叢」之一。縦組簡体字。

〔自序・例言・第一～五十出・附録（徐序・

呉序・汪序・毛序）〕

※「箋校凡例」に拠れば、「長生殿」は徐朔方校注本を用いる。

３３『中国古代十大悲劇賞析』 葉桂剛・王貴元主編、北京広播学院出版社、

１９９３年。「中国古代文学精品賞析叢書」之一。

横組繁体字。『長生殿』部分は３６１頁。

〔第一～五十出（各出に注釈・訳文）・賞析〕

※「中国古代十大悲劇」作品（竇娥冤・漢宮秋・趙氏孤児・琵琶記・精忠

旗・嬌紅記・清忠譜・長生殿・桃花扇・雷峰塔）に注釈・訳文・賞析を

付けたもの。『長生殿』担当者は不明。

３４『十大古典戯曲名著』 翁敏華・馮裳・范民声標校、上海古籍出版社、１９９４

年。横組繁体字。『長生殿』部分は范民声標校、

１４４頁。

〔題解・目録・第一～五十出。底本は稗畦草堂

本〕

※「十大古典戯曲名著」（竇娥冤・漢宮秋・西廂記・梧桐雨・倩女離魂・

琵琶記・牡丹亭・風筝誤・長生殿・桃花扇）について、本文のみを載録

したもの。

３５『長生殿』 徐朔方校注、人民文学出版社、１９９７年。「世界文学名著文庫」

之一。「１９５８年北京第１版、１９８３年北京第２版」。横組簡体字、

２３２頁。

〔前言・目録・自序・例言・第一～五十齣・附録一～四（徐
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はやや緩く組んで全２６５頁。

※「一九八一年九月校註者」の識語を有する「新版小記」に「一九五七年

此書初版、～發現文字及標點失誤凡十數處、正襯 錯的更多。因此發心、

一一對照曲譜、從頭至尾、重新點定。」とあり、「新版」刊行に当たって、

校注者が『長生殿』全部にわたって「旧版」の誤記を訂正したことを記

す（初版の刊行年は一九五八年か？）。ただ残念ながら、一一抄出でき

ないが、「新版」においてもなお是正を要する箇所が残されており、更

に「旧版」の「正記」を却って「誤記」した箇所もまま見られる。

３０『長生殿伝奇』 ２巻２冊。綫装。中国社会科学院文学研究所古本戯曲叢

刊編輯委員会輯『古本戯曲叢刊五集』所収。上海古籍出

版社、１９８６年。框高１３�×寛９．２�（覆製本）、半頁１０行

２０字、黒口、四周単辺、単魚尾。上欄高２．５�×寛９．２�

に半頁２６行７字の呉儀一・徐麟注。九州大学蔵。

〔汪序・自序・例言・太真遺像・目録・第一～五十齣〕

※稗畦草堂原刊清本、鄭振鐸旧蔵、北京図書館蔵本の影印本である。扉裏

に「拠北京図書館蔵清康煕稗畦草堂刊本景印。原書版匡高二〇九毫米、

寛一五〇毫米」の識語を付す。

３１『中国四大古典名劇』 佐栄・宇文昭点校、浙江古籍出版社、１９８９年第一

版、１９９８年第三次印刷。横組簡体字、『長生殿』

部分は佐栄点校、無注、１５１頁。

〔目次・第一～五十出〕

※『西廂記』『牡丹亭』『桃花扇』『長生殿』の四大古典名劇の本文のみを

集成したもの。

『
長
生
殿
』
解
釈
史
考

―
附
『
長
生
殿
』
版
本
志

５０



２６『長生殿』 文光図書公司、１９７３年。縦組繁体字、１３９頁

〔原序・太真遺像・挿図２幅・例言・長恨歌・目録・第一～

五十齣〕

※本文が世界書局版『長生殿』の影印であるのを始め、全てが影印覆製か

ら成る。

２７ The Palace of Eternal Youth Yang Xian-yi（楊憲益）Gladys Yang（戴乃疊）

翻訳、Foreign Languages Press（外文出版社）、

１９５５年第１版、１９８０年２版。底本は徐朔方

校注『長生殿』。

〔前言 Preface・目録 ConTents・第一～五十

出 SCENE１～５０・Notes・About the Transla-

tors〕

※『長生殿』の代表的な英訳本である。

Ｄ １９８１－２００８年

２８『長生殿』 華正書局、１９８１年。縦組繁体字、２５８頁。

〔前言・徐序・呉序・汪序・毛序・自序・例言・目次・第一

～五十齣・附録〕

※徐朔方校注『長生殿』を校注者名無記名のまま影印し、「附録」（無書名

の論文２篇。これも影印か）を附した複製本。

２９『長生殿』 徐朔方校注、人民文学出版社、１９８３年。「１９８３年１０月北京第

２版」。縦組繁体字、２３１頁。

〔前言・新版小記・自序・例言・第一～五十齣・附録（徐

序・呉序・汪序・毛序）〕。底本は鄭振鐸蔵、稗畦草堂本『長

生殿』。後に同社の「中国古典文学読本叢書」の一。こちら
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の民間刻本に起因する俗字等を多く含み、相当の校正が必要である。

２２『長生殿』 文学古籍刊行社、１９５５年。４０８頁。１冊。框高１４．８�×寛１３

�（覆製本）、半頁１０行２０字、黒口、四周単辺、単魚尾。上

欄高２．９�×寛１３�に半頁２６行７字の呉儀一・徐麟注。

〔汪序・自序・例言・太真遺像・目録・第一～五十齣〕

※同前の稗畦草堂原刊本の縮印洋装本である。

２３「長生殿伝奇」 今關天彭『支那戯曲物語』（元々社、１９５５昭和３０年）所

収。原載は東洋協会『東洋』４３巻１・２号。

※『長生殿』を３３節（原載は３２節）に分け、大意を述べたものである。

２４『長生殿』 徐朔方校注、人民文学出版社、１９５８年。「１９５８年５月北京第

１版」。縦組繁体字、２３１頁。

〔前言・自序・例言・第一～五十齣・附録（徐序・呉序・汪

序・毛序）〕

底本は鄭振鐸蔵、稗畦草堂本『長生殿』。後に同出版社の「中

国古典文学読本叢書」の一。「校注」の初期表記は「校註」。

※『長生殿』の底本として今日最も流布しており、版数を重ねている。

ただ、該本が底本とした鄭振鐸蔵本は当初の良書ではあるが、誤刻等が

払拭されていないので、今日では厳密な校訂を施した呉梅校本『長生殿』

（劉世 『彙刻傳劇』所収）に拠るのが望ましい。

２５『長生殿』 広文書局、１９６８年。縦組繁体字１１６頁。

〔序・挿図２５幅・目録・第一～五十齣〕

※夢鳳楼・暖紅室刊、石印本『長生殿』の影印本である。
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れていた。

１９『長生殿・桃花扇』 国学整理社出版、世界書局発行、中華民国２６年（１９３７）。

孔尚任『桃花扇』と合刻。

〔目録・第一～五十齣〕

※底本の明記は無いが、稗畦草堂本に倣い、眉欄に呉人註を載録する。

２０『長生殿』 商務印書館、１９３８年。「国学基本叢書」之一。縦組繁体字、

１４４頁。本文に小字の眉注を設ける。底本は不明。

〔序・題辞・自序・例言・長恨歌・長恨歌伝・楊太真外伝・

原跋〕

※唱・白・注の活字の大きさを違え、ト書き、詞牌等を〔 〕で括り、本

文に文字通り標点を施した、初期の典型的な標点本である。標点者は不

明だが、「国学基本叢書」の一冊として誤植は少ない。発行人王雲五と

発行所が長沙とあるのは、日中戦争に起因する避難に因る。他本に比べ、

題辞・長恨歌・長恨歌伝・楊太真外伝を多く載録するのは編者の見識で

ある。更に、冒頭題下の著者注者の標記について、稗畦草堂原刊本が右

から順に洪昇－呉人－徐麟を並べるのを、該著は呉人－洪昇－徐麟の順

に変更し、著者名を中央に標記するのも編者の工夫かと思われる。

Ｃ １９４９－１９８０年

２１『長生殿』 人民文学出版社、１９５４年。上下巻６冊、綫装。框高２０．５�×

寛１４�（覆製本）、半頁１０行２０字、黒口、四周単辺、単魚尾。

上欄高４�×寛１４�に半頁２６行７字の呉儀一・徐麟注。

〔自序・例言・太真遺像・目録・第一～五十齣〕

※鄭振鐸旧蔵（国家図書館所蔵）『長生殿傳奇』（洪昇�詞・呉人論文・徐

麟樂句。稗畦草堂本）を影印したもの。該書は貴重書ではあるが、清初
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〔原序・目録・図像２５幅・第一～五十齣〕

※「民国六年（１９１７）」「暖紅室刊校」の校語や図像から分かる通り、呉梅

の校本を石印にして刊行したものである。後出の２５台湾広文書局本は該

書の海賊版である。

１４『長生殿』 王新命標点、泰東図書局、１９２４年初版、１９２８年４版。縦組繁

体字、４９６頁。

〔総目・第一～五十齣〕

※所謂新式標点本の一。前言・序・注・圖等が一切無い本文のみ。「唱」

部分の活字を大きく工夫する。底本は不明。

１５『長生殿』 上海大中書局、１９３０年。新式標点。該書は北京大学図書館蔵。

〔目次・第一～五十齣〕

※北京大学で研修した根ヶ山徹氏の示教による。

１６『長生殿』 啓智書局、１９３３年再版。新式標点。該書は北京大学図書館蔵。

〔目次・第一～五十齣〕

１７『長生殿』 上海大達図書供応社、１９３４年再版。新式標点。該書は北京大

学図書館蔵。

〔目次・第一～五十齣〕

１８『長生殿』 薛恨生標点、新文化書社、１９３３年。縦２段組、繁体字、２７６

頁。新式標点。

〔目次・第一～五十齣〕

※本文に所謂新式標点を施したもの。底本等は不明。巻末広告によると、

新文化書社はこの他に、新式標点による旧小説や文学書の出版に力を入
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〔目録・第一～五十齣・原跋・跋〕

※所謂呉梅校本である。稗畦草堂原刊『長生殿』における唱牌排字の誤植

等を馮起鳳『長生殿曲譜』に照らして厳格に校正している。今日活字本

の底本とするに足る良本である（むろん誤植はなお認められる）が、普

遍に流通する稗畦草堂原刊本（鄭振鐸旧蔵本）に較べてかなり稀覯であ

るためか、今日の学界では意外に知られていない。

１２『国訳長生殿伝奇』 塩谷温訳註。国民文庫刊行会、大正１２年（１９２３）。『国

訳漢文大成』文学部第１７巻。国訳４７５頁、原文１０２頁。

宮原民平訳註『国訳燕子箋』と合刻。末尾に原文を付

す。和装本及び洋装本あり。「例言」に「原書には、

稗畦の自序の外に、徐麟及び呉人の二序あ（り）」「又

長恨歌及び長恨歌伝を附録す」とあるので、底本は文

瑞楼刊本系（１８９０年刊）の『長生殿』と思われる。こ

のシリーズの方針として、国訳（訓読）した漢文の本

文に註を付している。

〔解題・概評・自序・長恨歌・第一～五十齣・巻末に

原文〕

※本冊「例言」（及び同叢書第１１巻『桃花扇伝奇』の自序）によると、塩

谷温担当になるこの叢書の『長生殿』及び『桃花扇』は、大正１１年（１９２２）、

「七月二十一日に起り、九月一日に了り、前後四十日、大学の研究室に

籠居して、一気に呵成せし所」とある。それ以前の大学講義録や手塚文

学士の手記原稿があったとはいえ、その一気呵成の集中力と漢文訓読の

水準の高さには驚嘆させられる。

１３『長生殿』 掃葉山房、１９２５年石印、４冊。表紙扉頁に「民国六年重校精

印」、第一葉に「夢鳳樓暖紅室刊校」とある。
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９行、上欄に半頁５字×１８行（無框）の眉注（呉儀一注）、

白口、四周単辺、単魚尾。版心下部に「暖紅室静深書屋原本」

また「暖紅室」の小文字。半頁大の図像２４幅。題箋は「彙刻

伝奇第二十五 曉虹題」と識す。

〔原序・目録・第一～五十齣〕

※この本と『彙刻伝劇』所収『長生殿』との相互関係は不詳。双方ともに

「暖紅室」と識し、版本の体裁からも同版と思われる。版心下部の小文

字が『彙刻伝奇』本が「暖紅室静深書屋原本」とあり、『彙刻伝劇』本

が「暖紅室静深書屋刻本」とするのからすれば、『彙刻伝奇』本の方が

「原本」か。

１０『長生殿』 綫装２冊、劉世 『彙刻伝劇』所収。１９１６年、呉梅跋刊。第

一葉第一行題目下に「雜劇傳奇彙刻第二十八種」、続いて「錢

塘呉人舒鳬論文／錢塘洪昇�思填詞／長洲徐麟靈昭樂句」

「夢鳳樓／暖紅室校訂」と識す。框高１３．３�×８�（覆製）、

半頁２０字９行、上欄に半頁５字×１８行（無框）の眉注（呉儀

一注）、白口、四周単辺、単魚尾。版心下部に「暖紅室静深

書屋刻本」また「暖紅室」の小文字。半頁大の図像２４幅。東

洋文庫蔵。

〔目録・第一～五十齣・原跋・重刻長生殿跋（１９１４年劉世

於夢鳳樓）、１９１６年呉梅〕

※呉梅跋に「馮起鳳雲章『吟香堂曲譜』所収の『長生殿』曲譜によって校

合した」ことを識す。

１１『長生殿』 夢鳳楼・暖紅室校訂、劉世 （暖紅室）『彙刻伝劇』所収。

呉梅校本。１９１６年呉梅跋。９行２０字１２５頁。上欄に行５小字

の呉人評注。東洋文庫蔵。
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緒１５年〔１８８９〕の進士。室名は木犀軒）が１８８７年上海に創始した出版社。

とすると『増図長生殿伝』は創立記念の出版物となる。

７『絵像全図長生殿』 ４巻２冊５０折。上海文瑞楼、光緒１６年（１８９０）刊。

框高１６�×寛１１�。半頁１３行４０字。白口、単魚尾。

四周花辺。

本文は鉛活字、図像は石印。呉儀一の註文を本文中

に二行割註で組み込む。底本の明記は無いが、稗畦

草堂刊本と思われる。直接には上海蜚英館本に拠っ

たか。

〔自序・徐序・呉序・総目・巻１図像１２幅・長恨

歌・長恨歌伝・巻２－１２幅・巻３－１２幅・巻４－１３

幅、計４９幅の図像。〕

※清末－民国期を通じて、最も普及した版本の一である。縮印本、合訂洋

装本等、多種存在する。

８『繍像絵図長生殿』 上海進歩書局。框高１８�×寛１２�、半頁４３字２０行、

白口、四周双辺、単魚尾（覆製本）。刊年の明記は

無いが、清末刊の石印本。中山大学図書館蔵本。

〔提要・自序・徐序・目録・長恨歌伝・長恨歌・図

像５０幅（１頁に４幅を縮印）・巻１－４（第一～五

十齣）〕

※文瑞楼版の『長生殿』に類似する石印本である。

Ｂ １９１２－１９４８年

９『長生殿』 綫装２冊、『彙刻伝奇』第二十四種。刊年不詳。夢鳳楼・暖

紅室刊校。署検は傅春 。框高１９．５�×寛１２．３�、半頁２０字
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４『長生殿伝奇』 綫装。清刊、刊年不詳。框高１３．２�×寛９．２�（覆製）、

半頁１８字９行、白口、四周双辺、単魚尾。大阪大学懐徳

堂文庫蔵。

〔自序・呉序・徐序・汪序・目録・太真小像・祝允明

題・長恨歌・長恨歌伝・第一～五十折〕。呉儀一注を２

行小字割注にして本文相当箇所に挿入する。

※刊年、出版社共に不詳だが、清刊本である。内容の順序は異なるが、体

裁は阮元の小 山館本、また書有堂刊本に類似する。

５『長生殿伝奇』 ４巻８冊。書有堂、道光乙未年（１５年、１８３５）刊。框高

１０�×寛７�、半頁１８字９行、白口、四周双辺、単魚尾。

〔長恨歌・長恨歌伝（後半闕）・目録・太真小像・呉序・

第一～五十齣〕。呉儀一注を２行小字割注にして本文相

当箇所に挿入。

※体裁は阮元の小 山館刊本に類似するが、該書は「長恨歌伝」後半の

脱落や、印刷の多数の滲み・不鮮明箇所が認められ、善本とは言い難い。

なお架蔵本は裏打ちして製本し直し、帙を付したもの。

ママ

６『増図長生殿伝』 上海蜚英館、光緒１３年（１８８７）刊。框高１７�×寛１１�

（覆製本）、半頁１５行３４字。四周花辺。石印。韓国ソ

ウル大学校奎章閣蔵本（奎３９５４２）。

〔自序・徐序・呉序・長恨歌・長恨歌伝・目録・図像

５０幅・５０折の本文（上之上・下－下之上・下の４部分

け）〕

※清末の石印本。体裁は文瑞楼本に似て、呉儀一の註文を本文中に二行割

註で組み込む。刊行の前後からすれば、後出の文瑞樓本が先行する蜚英

館本に拠ったか。蜚英館は李盛鐸（１８５８－１９３７，一説に１８５９－１９３４。光
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４�×寛１４に半頁２６行７字の呉儀一・徐麟注。後刷本、架蔵。

〔自序・例言・太真遺像・目録・第一～五十齣〕

※該書が後刷り本であることは、逆に稗畦草堂原刊本の当時における流行

を示すものであり、興味深い。

２『長生殿伝奇』 ４巻４冊。小 山館。清刊、刊年不詳。框高１０．３�×

寛７．３�、半頁１７字９行、白口、四周単辺、単魚尾。架

蔵。東北大学図書館蔵田岡嶺雲遺書。

〔汪序・呉序・徐序・自序・例言・長恨歌・長恨歌伝・

目録・第一～五十折〕。呉儀一注を２行小字割注にして

本文相当箇所に挿入する。

※後に盛行する文瑞楼刊本の祖型となったと思われる。小 山館は清・

阮元（１７６４乾�２９－１８４９道光２９年）の書室名。該書は清末刊本である。

※同本は東北大学図書館田岡嶺雲遺書の一。明治の情熱的な漢学者であっ

た田岡嶺雲（１８７０－１９１２）が『長生殿』を所蔵していた事実は興味を惹

かれる。田岡嶺雲について、拙稿「『支那文学大綱』と田岡嶺雲」（川合

康三編『中国の文学史観』創文社、２００２年）参照。

３『長生殿伝奇』 綫装４冊。友益堂蔵板。刊年不詳。框高１６．２�×寛１１�

（覆製）、半頁１８字９行、白口、四周双辺、単魚尾。表

紙標記は『繪像新鐫長生殿』。名古屋大学図書館、青木

正兒文庫蔵。

〔呉序・徐序・太真小像・祝允明題・自序・汪序・例

言・長恨歌・長恨歌伝・目録・第一～五十折〕。呉儀一

注を２行小字割注にして本文相当箇所に挿入する。

※刊年不詳、清刊本。内容の順序は異なるが、体裁は阮元の２小 山館

本、また５書有堂刊本に類似する。
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『長生殿』版本志

凡 例

・この小志は、『長生殿』の刊行当初から２００８年に至る６３種の版本・
注釈本・翻訳本の目録である（末尾に曲譜、ＤＶＤ資料目を追加
した）。
・図書目録は、Ａ（１６８８－１９１１年）、Ｂ（１９１２－１９４８年）、Ｃ（１９４９
－１９８０年）、Ｄ（１９８１－２００８年）の刊行年順に分けて配列した（Ｄ
ＶＤ資料はＥとして末尾に追加した）。
・簡単な書誌に続き、図書の内容項目を〔 〕で示し、短評を※
印で示した。
・書目は、原則として全『長生殿』の版本、注釈本、翻訳本等を載
録する。特に有用と判断する場合を除き、抄節（抄訳）本、研究
論著、連環画等は載録しない。
・翻訳本は、主として対訳や附録等で原文を載録する場合に採録す
るが、『長生殿』翻訳史上において重要と判断する翻訳本は採録
する。
・原著者を示す「洪昇著」は全て省略した。
・原文の繁体字・簡体字は、原則として日本語の常用漢字に改めた。
・清刊の綫装本については所蔵機関名を記した。
・原本でなく、覆製本によって書誌を表記した場合は、原本の覆製
時の縮約拡大を分別するため、「框高○�×寛○�」（覆製本）と
記した。
・筆者が調査した日本・中国の図書館や研究機関所蔵図書、及び書
店等を通じて購入した架蔵本の書誌を記録したが、不備は今後補
う必要がある。
・資料収集に当たり、各機関、個人の協力を得たが、特に以下の個
人、機関の配慮を得た。記して謝する。
石井望・蕭燕婉・杉山寛行・ソウル大学奎章閣・董上徳・根ヶ
山徹・花登正宏

Ａ １６８８－１９１１年

１『長生殿』 上下巻４冊、綫装。本衙蔵板。清刊、刊年不詳。框高２０．５�

×寛１４�、半頁１０行２０字、黒口、四周単辺、単魚尾。上欄高
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